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はじめに
　2024年に刊行した（歴史）ガイドブックは幸いにも好評で、増刊の声を多くいただきました。 この
度、四万十市観光協会の協賛も得られ改訂版を出すことになり、誤記・説明不足の訂正・書き替えに
とどまらず、町の発展、移り変わりをより視覚化できるように見開き２頁を新たに追加しました。 
　広く市民の皆さまが手にして下さり感想・ご意見をお寄せいただければ幸いです。 

2026 年 10 月　予土歴史文化研究会 中村支部
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1. 幡多に人が住みはじめたのは？
　幡多の地に、いつ頃から人々が住みはじめたの

だろうか。考古学によれば、宇須々木、池ノ上（宿

毛）、弘見（大月）、双海、平野（中村）などの海岸段

丘、河岸段丘で後期旧石器時代の遺跡、遺物が報

告されており、2万年前から人々が生活していた

ことがわかっている。

　しかも、これらの遺跡から出土する石器には、

瀬戸内や南九州と同じ技法によるものもあり、こ

うした地城とすでに何らかのかたちでつながり

があったことをうかがわせる。

　1 万年あまり続いたと考えられる縄文時代は、

草創、早、前、中、後、晩の 6期に分けられている。

縄文遺跡は、高知県内のほぼ全域に分布するが現

時点では西部により多く、古い時期には河川の上

流域の河岸段丘に立地し、次第に中・下流域に移

動する傾向にある。

　更に、早期後半から前期にかけて日本列島は海

進期にあり、低地部に内湾がひろがっていた。（例

えば、中筋川流域では有岡、平田、山奈付近まで入

江となっていたらしい。）

　こうしたことから、中村周辺での中期以前の遺

跡は少く、上記双海や平野、国見、大用等の海岸、

河岸段丘に見られるのみである。但し、双海に代

表されるように、大分県姫島産の黒曜石製石器が

多く見られ、この時期から北部九州との交流が

あったものと思われる。

　縄文後・晩期になると海退がすすみ、ほぼ現在

の地勢に近くなり、有岡、入田遺跡、中村貝塚等、

平地の湿地近くに遺跡が見られるようになる。

　かつて縄文人の生活の基本は狩猟、漁猟、植物

採取であり、少人数による移動生活と思われてい

たが、東・北日本の遺跡が明らかになるにつれ、

定住と大規模な集落の形成、栗等の移植管理、麦、

大豆、小豆等の栽培も行われていたことがわかっ

てきている。幡多地域でも三里遺跡では小規模で

あるが定住集落が推定できる。但し、移植、栽培等

については明らかでない。　

●後期旧石器

草創、早期

❶宇須々木  ❷池ノ上（宿毛）　
❸弘見（大月）
❹双海・平野（中村）
双海   ❺大用   ❻国見（中村）
国見・具同舟戸（中村）
❼宿毛貝塚（宿毛）
❽唐人駄馬（土佐清水）
❾中村貝塚・入田
10三里・有岡（中村）
宿毛貝塚・唐人駄馬
11古津賀　12入田・具同中山
13具同石丸　14有岡・佐岡
（中村）
15高岡山　16曽我山（宿毛）
17古津賀　18竹島
19具同中山・古津賀遺跡
（中村）　20田ノ口（大方）

時代 年代 遺跡など

  ① 先史時代　（旧石器・縄文・弥生・古墳時代）

前・中期

後・晩期

●　弥生

●　古墳

縄
文
●

２万年前～

１万3000年前～

6000年前～

4000年前～

2500年前～

3C～7C初

※中村・大方は旧表示

◆　中村貝塚　❾
　貝塚は昭和40年（1965）、中村山手通に建設された
県幡多総合庁舎の工事で発見された縄文晩期の遺
跡である。出土品の多くは地下5～6メートルにある
2段の青色粘土層の間に包含されていた。九州様式
の強い土器の他に石鏃、石剣、管玉、果実（クリ、カ
シ）、獣骨（イノシシ、シカ）などが出土している。

史　跡史　跡

※縄文時代、弥生時代の始期については、放射性炭素年
　代測定により大幅に遡る説があり、更に前代の終末期
　と次代の始期は重なること、地域により年代に差があ
　ることなども考慮する必要がある。ここでは高等学校
　日本史教科書などが採用している年代に拠っている。

◆ 先史時代年表と遺跡地図

足摺岬

叶崎

宿毛湾

四万十川

四万十川
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※ 5~6 世紀、中国や朝鮮半島から渡来した人々により、
大陸の文化（文字、仏教、儒教など）や技術（土木、建築、
機織り、製陶など）が伝えられるが、波多国造は渡来人
秦氏系ではないかとの説がある。

2. 波多国と都佐国
　紀元前 5世紀頃、縄文時代晩期の北部九州に大

陸より伝えられた水田稲作は、紀元前 4世紀頃に

は西日本一帯に広まり、金属器を伴う弥生時代が

はじまる。人々は稲作に適した河川流域の平野部

に定住し、大規模な集落も生まれ、なかには環濠

を持つものもあらわれた。社会は大きく変わりは

じめる。

　中村周辺では、弥生初期の遺跡として、縄文晩

期からの入田、有岡などがあり、その遺跡からは、

北部九州に始まる弥生文化が、早い段階に幡多の

地に伝わったことをうかがわせる。

　弥生後期になると、佐田、佐岡、安並等、遺跡は

急激に増加するが、それらの遺跡からは、大規模

な灌漑水田跡や大きな集落跡は見られない。水田

に適した平地が小さく集落もそれに見合うもの

であっただろう。そうした中で具同石丸遺跡から

は、銅鉾が出土しており、すでに次の古墳時代に

つながる政治集団ができていたものと思われる。

　古墳時代は大和政権の勢力が全国にひろがっ

た時期で、地方の豪族も権力と威光を誇示するた

め盛り土をしたり、石室をもつ大きな墓を作っ

た。幡多では古墳時代前・中期（4～5 世紀）のも
のに、平田（宿毛）の高岡山古墳群と曽我山古墳が

あり、いずれも原型を留めていないが、特に後者

は高知県下唯一の前方後円墳として知られてい

る。後期（6世紀）になると、古津賀古墳、竹島古墳

（中村）、田ノ口古墳（大方）があり、具同中山遺跡

や古津賀遺跡では古墳時代の祭祀跡や祭具が出

土している。

　前方後円墳は、大和政権支配下の地方豪族が共

有する墓制であり、土佐では幡多地方が最も早く

中央政権下に組み込まれていたと考えられる。

　古代の文献には、土佐に波多国と都佐国があ

り、後者に先がけて崇神朝に波多に国造（天韓襲

命）がおかれたとある。曽我山古墳などは、こうし

た国造やそれに準ずる地方豪族の墓であろうと

思われる。

  ① 先史時代　（旧石器・縄文・弥生・古墳時代）

◆　曽我山古墳と高岡山古墳群
　宿毛市平田にある3基の古墳は、中学校や工業団
地のための造成工事に伴い発見されたものである。
曽我山古墳は昭和23年（1948）のことであり、調査の
時点では3分の1しか残されていなかったが、鏡2面、
鉄の大刀、銛、多数の土師器の破片などが出土した。
破壊された部分も含め、調査の結果、長さ60メート
ル、古墳時代中期（5世紀）建造の前方後円墳と推定
された。
　それから30数年後、曽我山の東500メートルの高
岡山で径20メートル弱の2基の円墳が発見され、1号
墳からは筒形銅器、鉄刀、勾玉、管玉などが出土。被
葬者は古墳前期（4世紀）の男性権力者と考えられて
いる。2号墳からは銅鏡、石釧（碧玉の腕輪）、勾玉、管
玉などが出土。1号墳とは父と娘、兄妹などの関係に
ある女性の墳墓と推察できる。3基は、1号、2号、曽我
山の順に建造されており、2号墳の女性は1号墳被葬
者の死後、女性首長として支配、統治にあたったの
ではないかと思われる。

◆　古津賀古墳 （四万十市指定保護文化財）
　四万十市古津賀にある県西部で最も大きな横穴
式石室古墳である。6 世紀後半につくられたこの地
方の豪族の墳墓で、内部は羨道と玄室に分かれてい
る。副葬品に金環、鉄刀、馬具、土器類などがある。

史　跡史　跡

はた

いしまろ

上から　❶外観、❷羨道、❸玄室。
今でも柵越しに玄室に続く羨道
は見ることができる。

玄室写真：四万十市教育委員会提供
　副葬品：四万十市郷土博物館蔵

出土品：宿毛市立宿毛歴史館

❶

❷

❸

文化財文化財

のみこと

す  じん あまのからす

かんごう

は　 た と　 さ

さ　だ さ  おか やすなみ
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1. 律令体制下の幡多五郷
　飛鳥時代（6世紀末～7 世紀）の「波多国」につい
ては古文書に記述がなく、明らかでないが、7世

紀半ば頃には「土左国」に併合されたものと思わ

れる。

　大和政権では、推古朝のあと大化改新（645

年）、壬申の乱（672 年）を経て成立した天武朝に

おいて天皇（大王）の権力・権威が確立、持統天皇

の孫文武朝において大宝律令が制定された（701

年）。

　令制によれば、全国を畿内、7道とし、地方行政

はそのもとに国・郡・里（奈良時代に郡・郷）が

おかれた。「土左国」が記録に登場するのも天武朝

からである。

　「国」には中央から派遣された国司が、「郡」には

国造の系譜を引くと思われる郡司が、更にその下

に里（郷）長がおかれて支配にあたった。

　土佐国府は長岡郡国府村比江（現南国市）にお

かれていたらしい。幡多郡衙（役所）の所在地は、

中筋川流域（有岡）の説があるが、定かではない。

　平安時代承平年間（931 ～ 938）に編纂された

『和名抄』には土佐国 7 郡のもとに 43 郷があっ

て、そのうち幡多郡には 5郷（大方郷、鯨野郷、山

田郷、枚田郷、宇和郷）が記載されている。

2. 古代土佐への交通路
　律令体制下の南海道は、紀伊、淡路に四国を

加えた 6 ヶ国からなる。

　延喜式（律令の施行細則の集大成、康保 4 年・

967 施行）によれば、四国各国府より都（平安京）

への調（税としての各地の特産物）等を運ぶ運

脚日数は次頁の表の如く定められている。

　これによれば、土佐は他の国府と比べ 2~3 倍

以上の日数を要する。陸路では峻険な四国山地、

海路では室戸岬を経て大平洋を航海する必要が

あり、いずれも困難な交通路であったにちがい

ない。

　都より土佐国府にいたる最初の官道は、紀伊

より淡路を経て阿波、讃岐を通り伊予国府（現

今治市桜井町）に至る。ここからは、いわば南

海道支路として瀬戸内ぞいに進み、伊予西南海

岸から宿毛、中村に至り、国府に達していたら

しい。最初期の官道が幡多を経由したのは、古

くから北部九州と交流があり、その文化を受容

してきたことと無関係ではなかろう。［第１期］

  ② 古代（奈良・平安時代）

※大化改新後の
政 権 は、隋、唐
の基本法典律令
の導入を図った。
現在の法で言え
ば律は刑法、令
は行政法、民法
にあたる。

※「高知県の歴史」（山川出版社 2001）の「交通路変遷図」
に基づき作成

飛鳥

天韓襲命　波多国造となる
　聖徳太子摂政となる
　大化改新はじまる
　壬申の乱、大海皇子（天武）勝利
　大宝律令制定
　平城京へ遷都
土左への官道  阿波経由が加わる
配流の制  土左は遠流6ヶ国の1つ
　平安京へ遷都
空海  金剛福寺創建
　藤原良房摂政となる。摂関政治はじまる
土佐国7郡43郷、幡多5郷（和名抄）
紀貫之  国司の任を終え大津を発つ
藤原純友  幡多を荒らす（天慶の乱）
　白河上皇  院政をはじめる
藤原忠通「土佐国成敗」知行国主か
「保元の乱」藤原師長  幡多へ配流
　「平治の乱」平氏政権へ
　源平の争乱  源氏の勝利に終わる

6C末
645
672
701
710
718
724
794
823
866

934
940
1086
1143
1156
1159
1185

崇神朝
推古朝
大化

大宝
和銅
養老
神亀
延暦
弘仁
貞観

承平
天慶
応徳
康治
保元
平治
寿永

時代 西暦 和暦 事項

奈良

平安

1
1
1
3
2
1
13
14
8

4
3
3
2
1
1
4

◆ 南海道の変遷

（天武）

931～ 承平年間
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山
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野
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方

幡 多 郡
松田川

四万十川

大方郷
宇和郷
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枚田郷
鯨野郷
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国
府
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郡頭駅

大洲

松山

第１期

第２期

第３期

日
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佐

由
良
駅
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浦
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駅

海路

いさ  の

ひら  た う      わ

あ　 わ さ   ぬき

えん  ぎ こうほう

しゅんけん

りつりょう

じんしん

たいほう

こく  し

ぐん  し

こく  ふ

ぐん  が

わ   みょうしょう

ひ    え

じょうへい

おおきみ

あすか

こ もんじょ

すい こ たい か

てん む

じ とう

もん む

ぐん 　　り ごう

き　い　　　あわ じ

ちょう うん

きゃく

むろ と



05

①
先
史
時
代 

　②
古
代（
奈
良
時
代
）
　

 

③
中
世（
鎌
倉
〜
戦
国
・
安
土
桃
山
時
代
） 

　④
近
世（
江
戸
時
代
）
　

 

⑤
近
・
現
代（
明
治
〜
）
　

 
町
の
歴
史
を
散
策
し
よ
う

下り
5
6
8
18

海路
 11
 12
 14
 25

上り
9
12
16
35

国府
阿波
讃岐
伊予
土佐

運 

脚 

日 

数

　養老２年（718）、第１期の伊予経由に加え阿

波から直接土佐にはいる官道がひらかれる。そ

の経路は、甲浦から野根・奈半利経由、阿南か

ら那賀川ぞいに物部川上流へ出るなど諸説ある。

これにより幡多地域は中央の政治、文化から遠

ざかることとなる。［第２期］

　その後延歴15年（796） に至り、大岡駅（川之江）

から大豊を経て四国山地を縦断する官道がひら

かれる。下記の運脚日数はこの時期のものと思

われる。［第３期］

　海路は「土佐日記」に記述されている航路が

古くから用いられたと思われるが、幡多から土

佐国府までも又、浦々を経由しながらのもので

あっただろう。

3. 摂関家藤原氏と幡多、金剛福寺
　平安時代になると律令体制は次第に、しかも

大きく変質しはじめる。荘園が拡大し、荘園・

公領を問わず在地で実質土地を領有する土豪層

が出現成長し、これら土豪などから寄進を受け

た中央権門・大寺社などが本所や領家（荘園領主）

と呼ばれ、「荘園・公領制」が成立する。国政で

は 9 世紀後半、藤原良房が初の人臣摂政となり、

以降藤原氏（北家）が摂政、関白を独占し、「摂

関政治」がはじまる。更に 11 世紀後半、白河天

皇は位をゆずった後も院庁で政治を行い、以降

の天皇もこれを踏襲、「院政」が行われることと

なる。この院政期に広く見られるようになった

のが「知行国制度」である。

　康治 2 年（1143）頃、摂政藤原忠通が土佐国

の知行国主となり、金剛福寺に造営料他として

3 0 町を寄進している（実際は土豪の納税拒否や

在庁官人の侵害などで実現しなかったらしい）。

さらに応保元年（1161） には免田３町が寄付さ

れており、おそらくこの時期から藤原氏と幡多

郡、金剛福寺の密接な関係が生まれたものと思

われる。しかも土佐中・東部では、この頃すで

に荘園が見られるが、幡多郡内には荘園の記録

は見当たらない。ほぼ全域が国衙領であったの

だろう。

　

　

  ② 古代（奈良・平安時代）

※平安時代中期以降受領（多くは国守＝国司の長官）が 
　多額の私益を得るようになった。身分が高すぎて国司
　になれない上級貴族たちは、これに対応するために国
　守の推挙権を得て親族や家司を国守にし、その国の行
　政、支配権を実質行使した。知行国制度とは、こうし
　たしくみを言う。ちなみに、平氏は全盛期には過半数
　の国を、鎌倉幕府も 8～ 4 ヶ国を知行国とした。

◆　波多、播多、幡多、八多、畑
　幡多地域、幡多弁、使用頻度は低くなったが幡多
郡等で使われる「ハタ」。古来、その用字は多い。
　古くは「波多国」、奈良時代の木簡「播多郡」、令制
で定められた「波多郡」5郷、平安時代には「幡多」「八
多」も。
　室町時代後半、中村へ下向した一條教房の弟尋尊
の日記では「幡多」「波多」双方が頻繁に用いられ、同
時代の摂関家近衛や九條一族の日記では「畑」がつ
かわれている。
　漢字は表語文字。日本語を表記するためにその音
を用いたのが我々の文字のはじまり（万葉仮名）。そ
のためか音が同じであればさほど用字にこだわら
ない傾向が見られる。「幡多」にしぼられてくるのは
近世近くなってからではと思われる。

コラムコラム

◆　一宮神社（四万十市間崎）伝世の七星剣
　四万十市一宮神社に伝世した両刃の鉄剣の科学
的調査は、昭和60年（1985）、中村青年会議所などの
取り組みを受け、市教育委員会が専門機関へ調査依
頼したことに始まった。その結果、奈良元興寺文化
財研究所のX線検査で北斗七星の象嵌が確認され、
奈良県立橿原考古学研究所は古墳後期から奈良時
代の作ではないかと推定した。これにより市内外の
郷土史研究家ばかりではなくマスコミも大きく取
り上げた。
　その後、平成2年（1990）からの東京国立文化財研
究所の再調査により、象嵌の材質は金ではなく真鍮
（銅と亜鉛の合金）であることが判明した。これをふ
まえた東京国立博物館刀剣室長小笠原信夫氏の、鉄
剣の年代は古代ではなく近世、中国か朝鮮半島で製
作されたものとの鑑定が出され、この説が有力視さ
れている。（『刀剣美術』416号、1991年）

文化財文化財

四万十市郷土博物館 所蔵

四万十市指定文化財

ようろう
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四万十川

中筋川

後
川

卍 金剛福寺

具同村
敷地村
中村
平田村
山田村
宿毛村
大方郷
以南村
磯川名
江村
仁井田山

●１
●2
●3
●4
●5
●6
●7
●8
●9
●10
●11

以南村

山田庄

本庄
大方庄

久礼別府

1. 九條家・一條家領幡多荘の成立
　元久 3年（1206）、九條兼実（藤原忠通の子。九條

家の祖）は息子良経が若くして死ぬと、その知行

国であった越後・讃岐の代わりに土佐を希望し

て九條家の知行国とした。それからさほどの時を

おかず（おそらく 1220 年代か）九條家領として幡

多荘が成立したものと思われる。幡多荘は孫の道

家に伝領された。

　兼実は頼朝の推挙で摂政となり、鎌倉と提携し

て政治改革を進めたとされ、鎌倉幕府と九條家は

極めて近い関係にあった。ちなみに、摂家将軍と

なった頼経は道家の三男である。

　建長 2年（1250）、兼実の嫡孫九條道家が家領を

子女に分与したとき、幡多荘は四男実経（一條家

の祖）に与えられ、以降一條家の所領となった。幡

多荘は本郷（四万十市）、大方郷（黒潮町）、山田郷

（宿毛市）、以南村（土佐清水市）、久礼別府（高岡郡

四万十町・中土佐町）からなり、幡多郡の全域と

あわせ高岡郡西部にまで及んでいる。（道家の処

分状では本庄・大方庄・山田庄等とある）

　荘園には預所（管理者）、下司、公文、村々には名

主・沙汰人等の荘官が補任され荘園支配が展開さ

れた。幡多荘成立により摂関家は米や材木等の産

物を直接、継続的に入手することが可能となった。

  ③ 中世Ⅰ（鎌倉・南北朝・室町時代）　幡多荘の時代

不破八幡宮から香山寺を望む

鎌倉

1192
1206
1207

1221

1237
1250

1256

1275

1331
1338

1352
1458

時代 西暦 和暦 事項

室町

　鎌倉幕府ひらく
九條家（兼実）、土佐を知行国とする
法然、幡多に流罪決定するも讃岐
へ。その弟子成阿坊を中村に迎えて
正福寺開く
土御門上皇、土佐へ配流
　承久の乱
この頃には九條家所有「幡多庄」立
荘か
香山寺に預所領田三町を寄進
幡多庄、九條家から一條家へ
　一條家創設
金剛福寺焼失、一條家造営料を出
す。以降同寺は1289年、1310年等に
焼失、一條家はその都度70～100石
を奉加
　…五摂家、この頃揃う
慶心（金剛福寺の僧か）を幡多本郷
の船所職（ふなどころしき）に
尊良親王、大方へ配流
　室町幕府開く
　鎌倉幕府の滅亡（1333）後、建武の
　中興を経て、南北朝の内乱は1392
　年の合一まで続く
太平寺開山
一條教房関白となる（1463年まで）

正安 2年（1300）金剛福寺奉賀米供出村の分布

建久
元久
承元

承久

嘉禎
建長

康元

文永

元弘
延元

文和年間
長禄

3
3
1

3

3
2

1

12

1
3

2
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　香山寺は中筋川右岸、幡多荘の中央にそびえ

る観音信仰の寺である。

　嘉禎 3年（1237）に幡多荘の預所の地位にあっ

たと思われる法橋上人位某により幡多荘の領主

と領民の安寧や五穀豊穣を祈願して三町の領田

が寄進された。

2. 幡多荘船所の推定地はどこか
　幡多荘の年貢等は水運により京上された。文

永 12 年（1275）の金剛福寺文書、「本郷下文」

によれば、僧・慶心が船所職に補任され、京ま

での運賃として３割の得分が保障されている。

また船所に付随する四万十川河口左岸にある横

浜の支配権が認められていた。船所職は運賃の

徴収権を含め、川湊や水路の管理権を持つが、「重

代相伝」とあるので、「下文」は、僧慶心の寺院

が古くから持っていた権限を一條家があらため

て承認し、この寺院を通じて中村付近から四万

十川河口にいたる内陸水運の支配を行っていた

とみられる。

　従来、船所の場所は四万十川の左岸、後川が

合流する「木の津」付近にあり、慶心はその地

に近い観音寺（廃寺）の僧ではないかとの説（『中

村市史』）があったが、その後の坂本遺跡の発掘

調査により、慶心は右岸にあたる具同村、中筋

川との合流点付近にある香山寺に関係するとの

考えが有力となっている。平成 17 年から 18 年

にかけて坂本遺跡の調査が行われ、中世の寺院

跡遺構、建物跡、瓦窯、石段、大溝などが発見され、

陶磁器や古銭、石鍋等、中世の交易品を示す遺

物が発掘され、鎌倉期から戦国期にいたる遺構

として注目された。坂本は、四万十川と中筋川の

合流地点にあり、内陸水運の重要な結節点であった。

  ③ 中世Ⅰ（鎌倉・南北朝・室町時代）　幡多荘の時代

高知県保護有形文化財　四万十市郷土博物館所蔵

※中世において、寺院の堂舎の造営や仏像の建立のため
に、貴賤の人々に作善を勧め造営の資金を調達する勧進
活動が行われた。重源上人による東大寺の再建や高野山、
東寺などの復興事業においては大勧進職がおかれ、国家
的支援のもとに勧進上人による勧進活動が展開された。
　著名な大寺院のみならず地方の中小寺院においても勧
進活動は不可欠であり、幡多荘においても、金剛福寺の
勧進活動が知られている。

◆　木造南仏上人坐像

文化財文化財

　香山寺はのちに
足摺金剛福寺の南
仏上人が入山し、寺
領支配の拠点で
あった。その山容は
中村市街地からも
仰ぎ見ることがで
きる。

中
村
駅

古
津
賀
駅

下田

四万十
川大橋

渡川
大橋

坂本

初崎

坂本遺跡

横浜

四
万
十
川

不破八幡宮

香
山
寺

中筋川

後川

近代まで、中筋川は坂本
で四万十川に合流　して
おり、坂本には川湊があ
り香山寺里坊と町場が形
成されていた。

中筋川と坂本

下田・水戸・四万十川河口の横浜

坂本遺跡坂本遺跡

図　坂本遺跡と横浜（5万分の 1地図より作成）
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 不破八幡宮神事（四万十市指定民俗文化財）

　香山寺や観音寺は金剛福寺の末寺ないしは密

接な関連をもつ寺院であり、幡多荘船所職の僧・

慶心は、金剛福寺の僧とも言えるだろう。

　いずれにしても一條家が金剛福寺を幡多荘経営に

参加させていた側面があったのではないだろうか。

　金剛福寺は鎌倉時代に３度焼失し、そのたび

に修造のため勧進活動を展開した。一條氏は金

剛福寺を祈願寺として造営料を奉加し再建を助

け、本尊の千手観音菩薩立像の寄進なども行っ

ている。平安時代末の藤原忠通以来の密接な関

係を保っており、金剛福寺は一條氏の幡多荘直

務支配に重要な役割を果たしていたものと推察

される。

3. 『遠流』の地・土佐（幡多）
　神亀元年（724）、流刑の制が定められ、土佐

は伊豆、佐渡、隠岐などと共に「遠流の国」と

位置づけられ、里程 1,225 里となっている。

　遠流の対象となった人の中には、時の政権や

権力者に反対し政争に敗れた者、なんの罪もな

いのに「縁座」を問われた者など、貴族や僧侶、

一般庶民まで多数の流人が “配所の月” を眺め

ている。

　幡多に流された主な人々を次にあげる。藤原

師長は保元の乱（1156）に祖父である前関白忠実、

父左大臣頼長と共に崇徳上皇方であったため、

敗れた崇徳上皇は讃岐に師長は土佐幡多へ流さ

れる。許されて復帰し、従一位左大臣まで昇る。

　法然上人はいわゆる “建永の法難”（1207 承

元の法難とも）で土佐流罪となるが、途中讃岐

に変更される。（コラム参照）

　土御門上皇は承久の乱（1221）に連座して幡

多へ流されたとされる。

　後醍醐天皇の皇子尊良親王は、元弘の乱

（1331）で土佐へ流され、配所は黒潮町有井川と

される。親王はさらに九州肥前国彼杵荘へ渡り

挙兵したとの説もある。元弘 3 年（1333）帰京、

建武2年（1335）足利尊氏討伐のため東征、同4年、

越前金崎城落城の時に自害したとされる。

  ③ 中世Ⅰ（鎌倉・南北朝・室町時代）　幡多荘の時代

◆　法然上人と正福寺
　京都でひろく上下の帰依をあつめていた法然（浄
土宗の開祖）は、僧侶の資格を奪われて俗人に戻さ
れ、都を追われることになった。
　これは既存仏教側（比叡山や興福寺）の圧迫によ
るものであるが、皮肉にも興福寺を氏寺とする九条
兼実は法然の身を心配して自分の荘園がある讃岐
に移るよう進言したといわれている。このため、法
然は讃岐へ移ることとなったが、土佐では人々が幡
多の中村に迎える準備をしていたので、弟子の成阿
房に託して袈裟や鉦鼓などの品々を届けてきた。中
村の人々はそれらを上人の身替りとし、法然開基の
寺院として正福寺を開いたという。土佐では最初の
浄土宗の寺院であったが、明治維新のとき廃寺と
なったが、明治36年に再興した。

コラムコラム

◆　不破八幡宮本殿と神事（神様の結婚式）
　不破八幡宮は四万十市不破にあり品陀和気命（応
神天皇）、玉依姫命（神武天皇の母）息長足姫命（神功
皇后）の三神が祭られている。一條氏が幡多の総鎮
守として、山城国石清水八幡宮を勧請したと伝えら
れている。本殿は、永禄元年（1558）から２年かけて
再建されたものであるが、室町末期の建築様式をよ
く留めており、国の重要文化財に指定されている。

文化財文化財

　秋の不破八幡宮大祭には八幡宮前の河原田で行
われる神輿合せ（神様の結婚式）がある。この行事
は、四万十川河口の間崎地区にある一宮神社の３体
の姫神輿から、お御籤によって１体をその年の祭り
の嫁神輿に選んだ上、川舟で八幡宮近くまで運び、
式田で八幡宮の男神輿と神輿合わせをして結婚さ
せるという珍しい神事である。男神輿と姫神輿の柄
が３度突き合わされ契りが結ばれる神事は大勢の
見物客でにぎわう。

ほん  だ    わ     け  のみこと

たま よりひめみこと おき   なが   たらしひめのみこと
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1. 一條教房の幡多荘下向と直務支配
　応仁元年（1467）5 月、室町幕府の将軍後継

者争いから守護大名たちが細川勝元方（東軍）、

山名宗全方（西軍）に分かれ京都を舞台として

応仁・文明の乱の戦端が開かれた。その結果、

京都は焼け野原となり、戦乱は 11 年間断続的に

続いた。

　一條家は兼良以下、一族が奈良興福寺の大乗

院主・尋尊を頼って奈良に避難した。戦乱は地

方へ拡大し所領からの年貢京上も途絶える中で、

こうした状況を回復する為、土佐守護の細川氏

とも近かった一條家当主が土佐国人の大平氏の

知行船で堺から所領幡多荘へ下向した。教房一

行は大平氏の居館のあった猪尻（宇佐）から海

路下田・横浜に着岸し、さらに四万十川を遡上

して、川湊坂本の香山寺里坊・中ノ坊に滞在し

たものと推定される。

2. 教房の幡多荘下向の理由は
　摂関家一條家の当主教房が、家領とはいえ京

から見ればはるかな僻遠の地幡多ヘどうして下

向する必要があったのか。それには、乱を避け

地方の守護大名や豪族をたより “都落ち” した

多くの公家とは異なる積極的な理由があったも

のと思われる。幡多荘は、九條道家より四男実

経（一條家創設）にゆずられた「新御領 23 ヶ所」

（1250）のうちの一つで、豊富な良材を産出し加

えてこの時期、南方や大陸との交易の窓口に位

置しており、一條家にとっては最も重要な家領

となっていた。幡多荘は鎌倉、室町前期には領

家一條家にとり比較的安定した経営がなされて

いた。しかし応仁の乱により、戦乱が京都から

地方に拡大し、幕府の権威は揺らぎ、地方豪族

の成長や自治的な村の形成などの地域社会の変

化により、幡多荘は「雖有知行号有名無実也」（『桃

華蘂葉』）と兼良が歎かざるを得ない状態であっ

た。それだけに、本所である一條氏当主自らが

現地に下り、直接荘園支配の回復をはかる必要

があるとの判断があったのではなかろうか。

  ③ 中世Ⅱ（戦国時代・安土桃山時代）　土佐一條氏の時代

戦国
（室町）

1467

1468
1469

1477

1479

1480
1483

1494
1516

1517
1521
1539
1541
1549
1566
1573
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1585
1589

応仁

応仁
文明

文明

文明

文明
文明

明応
永正

永正
永正
天文
天文
天文
永禄
天正

天正

天正

天正
天正

時代 西暦 和暦 事項

安土
桃山

　応仁・文明の乱はじまる
教房、奈良大乗院へ。9月、京一條邸
焼失
9月教房、幡多本庄へ向かう
下山（西土佐）回復。唐船幡多へ帰朝
　教房継嗣政房、兵庫で死去
房家（土佐一條初代）生まれる。母は
加久見氏の出　応仁・文明の乱終わる
京一條邸造営のため材木・板などを
贈る
教房、中村で死去（58歳）
一條家臣内紛、房家足摺へ。その後
以南村（土佐清水）へ
唐船、幡多で越年する
房家、元服
房家、次男房通を伴い上洛。房通、京
一條家の養嗣子に。
10ヶ月滞在する
高岡郡へ出兵、一條領とする
伏見宮邦高親王女（玉姫）、房冬に嫁する
房家死去（63歳）
房冬死去（44歳）
房基死去（28歳）、兼定当主となる（7歳）
兼定、伊予へ侵攻（永禄11年まで）
5月摂家一條内基中村へ（天正3年5
月迄滞在）
　信長、足利義昭追放
兼定、豊後大友氏へ落去。吉良親貞、
中村城監に
渡川合戦（7月～9月末）
　長宗我部元親、土佐統一
元親四国ほぼ統一後秀吉に降る
中村郷検地（土佐の検地は1587年より）

1

2
1

9

11

12
15

3
13

14
18
8
10
18
9
1

2

3

13
17

【
一
條
氏
系
図
２
】

﹇
土
佐
一
條
氏
﹈

﹇
京
都
一
條
氏
﹈

加
久
見
氏
女

加
久
見
氏
女

政
親
政
親

長
宗
我
部
氏
女

長
宗
我
部
氏
女

（
房
家
の
次
男
）　
　
　
　
　（
房
通
の
庶
子
）

（
房
家
の
次
男
）　
　
　
　
　（
房
通
の
庶
子
）

一
代
目

二
代
目

三
代
目

四
代
目

五
代
目

従
一
位

関
白

従
一
位

関
白

正
二
位

権
大
納
言

従
三
位

右
中
将

正
二
位

権
中
納
言

従
三
位

権
中
納
言

従
四
位
下

左
中
将

従
一
位

関
白

従
一
位

関
白

従
一
位

関
白

従
一
位

関
白

伏
見
官
女  

　
大
友
氏
女
　   

大
友
氏
女

伏
見
官
女  

　
大
友
氏
女
　   

大
友
氏
女

教
房
教
房

房
家　
　

  　
房
冬　
　
房
基

房
家　
　

  　
房
冬　
　
房
基

兼
定
兼
定

宇
都
宮
氏
女

宇
都
宮
氏
女

内
政
内
政

冬
良　
　
　
　
　
　
　
房
通　
　
兼
冬　
　
内
基

冬
良　
　
　
　
　
　
　
房
通　
　
兼
冬　
　
内
基

房
通
房
通

兼
良
兼
良

尋
尊
尋
尊

厳
宝
厳
宝

か ずいよう

とう

しゅ ご だいみょう かつもと

やま な そうぜん

ち ぎょう

きょかん いのしり

そ じょう

かわみなと さとぼう なか の ぼう

げ

こう

かりょう

ちぎょうのごうありといえどもゆうめいむじつなり

ほんじょ

じき むのりふさ

おうにん

じんそん

かねよし こうふく じ　　　だいじょう

いんしゅ

おおひら し

へきえん

さね

つね



10

①
先
史
時
代 

　②
古
代（
奈
良
時
代
）
　

 

③
中
世（
鎌
倉
〜
戦
国
・
安
土
桃
山
時
代
） 

　④
近
世（
江
戸
時
代
）
　

 

⑤
近
・
現
代（
明
治
〜
）
　

 

町
の
歴
史
を
散
策
し
よ
う

〇　史料『大乗院寺社雑事記』
　教房の弟で、興福寺大乗院門跡・大僧正尋尊（1430
～1508）の自筆日記で、応仁の乱前後の基本史料で
ある。この日記の記事を読み解くことで教房の幡多
荘下向や直務支配の実態および土佐一條氏成立の
事情等を知ることができる。

コラムコラム

3. 教房の幡多荘直務の方策
　教房は一條氏の荘園支配回復のために有力な

在地領主（国人、土豪）の取り込みをはかる。

　その方策は国衆に朝廷から「土佐守」などの

官途を斡旋し、主従関係の構築を図ることであっ

た。幡多荘の有力な国衆（6 氏）を被官とし、

なかでも以南村（土佐清水市）加久見氏とは、

その娘を後妻として姻戚関係を結ぶ。命に随わ

ない大方郷の入野父子に対しては、春日大社に

名を籠め呪詛（籠名）を依頼する等、神仏の力

を巧みに利用している。また、在地で有力な寺

院勢力の金剛福寺別当に教房の弟で東寺随心院

主厳宝を補任して、その掌握を図っている。下

向 3 年後の文明 2 年には中村館を建造し、直務

支配の拠点とした。その結果、下向当初には伊

予に押領されていた下山（旧西土佐村）の回復

や闕所となっていた中村を再び知行しているし、

入野氏も命に服するようになる。このように教

房の幡多荘下向から数年後には当主による在地支

配の効果があらわれはじめている。

　幡多荘で競合しあっていた国人や土豪層にとっ

ても、本所である一條氏当主の存在は、その抜群の

権威故に国人間の抗争を裁定し荘内を統合する存

在として期待され、必要とされていたのではなかろ

うか。そのことは教房没後、土佐一條氏初代当主と

なった房家の在地支配の動きからもうかがえる。

4. 小京都中村の形成
　四万十川と支流後川にはさまれた「中村」は

正安 2 年（1300）の金剛福寺文書にその名がみ

えるが、14 世紀頃から水上交通の要地として次

第に発展し、一條家の荘園管理の奉行所がおか

れていた。教房下向時の頃には、かつて幡多郡

衙（郡の行政の中心）がおかれていた具同村（中

筋川流域）にかわり、幡多郡・幡多荘の中心に

なりつつあった。教房は、下向 3 年後の文明 2

年には「中村館」、「幡多御所」と呼ばれる館を

中村（現市街地）にかまえ、同行してきた家司（摂

家に仕える公家）や下向した親類縁者などを配

置し、京風の町づくりをはじめた。小京都中村

が形成されはじめる。

　この時期の「町」は、寺院の門前、港、津、

宿駅など、物資の集散や人的交流の拠点に形づ

くられている。領主主導で形成された屋形町や

城下町にしても、商工業者の市場（市町）を持ち、

地域経済の核となっている。

　一條氏の「館」を中心に京風に町割りされた

中村は、『長宗我部地検帳』で「市町」が確認でき、

商業的機能を内包した中世都市へと成長した。

土佐の「小京都」中村の出現である。

  ③ 中世Ⅱ（戦国時代・安土桃山時代）　土佐一條氏の時代

小森山一條神社境内

天神橋から本町（一條氏館跡）・立町を望む

　一條氏の館のあった小森山
（一條神社）の西側から、南北
に、立町（現在の本町）の市屋
敷が形成されていた。（16ペー
ジ「小京都中村復元」を参照）
境内には、当時からの1枚岩を
くりぬいた「お化粧の井戸」が
残る。今は突き上げられた高
さにある。

お化粧の井戸

◆　中村御所跡 （四万十市指定保護文化財）

文化財文化財

けい し
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い なん か ぐ み
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べっとう とう じ ずいしんいん

げんぽう ぶ にん しょうあく

なかむらやかた じき む

こくじん ど ごう

ほんじょ

さいてい

ふさいえ

こんごうふく じ もんじょ
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げ こう
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たてまち

なかむらやかた

ぶんめい
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い
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5. 遣明船の幡多荘寄港
　幡多荘支配回復の必要性は幡多荘からの利益

のみならず日明貿易、京阪への航路（南海路）

の安定的確保にもあった。室町幕府によりはじ

められた日明貿易（勘合貿易）は、この時期、

有力守護大名が堺等の商人と通じ将軍家、貴族、

大寺社等も加えながら行うようになっていた。

応仁・文明の乱の乱れにより西軍大内氏が瀬戸

内航路をおさえたため、東軍細川氏が主管する

遣明船は、堺を発着点とし土佐沖、東シナ海と

いう「南海路」を航海することとなる。

　当時「南海の津」として知られた清水や、下

田を持つ幡多地域は、この航路にとって極めて

重要な意味を持つ。 文明元年（1469）、細川氏が

主管した遣明船が西軍支配の瀬戸内海を避け南

海路を通り幡多に寄港し、同 15 年（1483）には

渡航船 3 隻が幡多で越年している。これらを含

め永正 6 年（1509）までの 40 年間に遣明船が 5

度土佐沖を通過した。

　一條教房の幡多荘下向は、荘園の支配回復に

よる収益の確保と共に日明貿易のための「南海

路」の確保にあったのではないだろうか。一條

氏が明や南方との貿易を行っていたとの直接的

な資料は未だ見当たらないようであるが、後に

房家が「唐船」を建造していること、国内では

産出されない朝鮮人参、胡椒、豹の毛皮等々を

朝廷、院などに贈っていること、15 世紀後半か

ら 16 世紀前半に激増する幡多地域の山城跡など

から多数出土する貿易陶磁器等々から、対外貿

易に関与していたことはほぼまちがいないと考

えられている。

　遣明船は多くの銅銭を日本にもたらした。近年

発見された朝鮮半島沖の海中から引き揚げられた

「新安沖沈船」の膨大な陶磁器や28トンの銅銭は、

仮に「開元通宝」の重量で推定すれば 7,400～

7,500 貫となる。日明貿易航路には種子島沖から

九州東海岸にはいり、豊後水道を経て瀬戸内にと

いうルートがあり、応仁・文明の乱の終息後は、

このルートも復活しただろう。教房は文明 11 年

（1479）京都一條邸再建のため大量の下山の材木

を製材し堺経由で京都に搬送している。

  ③ 中世Ⅱ（戦国時代・安土桃山時代）　土佐一條氏の時代

◆　一條教房（1423～1480）の墓　
　教房は、一條兼良（摂政、関白、太政大臣を歴任。従
一位准三后）の長子として生まれ、応仁2年（1468）幡
多に下向して土佐一條家の基をつくった。在国13
年、文明12年（1480） に58歳で没し、妙華寺殿と贈り
名される。奥御前宮に在る教房の墓は、弘化3年
（1846）の山崩れで埋没していたが、明治33年有志の
発掘により五輪石の2個を得、その旨の具申を受け
た一條家が補足再興したものである。

史　跡史　跡

◆　加久見一族の五輪塔群　
　土佐清水市加久見に香仏寺がある。この地の豪族
加久見氏の菩提寺で、境内には一族の大小百基余り
の五輪塔が並ぶ。一條教房が幡多荘に下向した際、
加久見宗孝は土佐守に補任された。教房の後妻とな
り土佐一條氏の祖・房家を生んだ中納言局は宗孝の
娘である。

史　跡史　跡

土佐清水市加久見

四万十市中村丸の内

有力豪族の勢力図
一條氏：1万6千貫
本山氏：5千貫
津野氏：5千貫
吉良氏：5千貫
安芸氏：5千貫
太平氏：4千貫
香宗我部氏：4千貫
長宗我部氏：3千貫

※「長元記」より作成

◆ 一條氏と戦国の土佐七雄

土佐

安
芸
氏一

條
氏

本
山
氏

太
平
氏

吉
良
氏

香
宗
我
部
氏

長
宗
我
部
氏

津
野
氏

にちみんぼうえき

かんごう

なんかい ろ

とうせん

こ しょう てん

やましろあと

ぼうえき とう じ き

しんあんおきちんせん

おく ご ぜん ぐう

けんみんせん

おおうち し

ぶんめい

えいしょう

ちょうせんにんじん

どうせん

かいげんつう ほう

ぶん ご すいどう

みょう　け　じ

こうぶつ　じ

むねたか
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6. 在国公家から公家大名（戦国大名）へ
　文明 12 年（1480）、教房は中村で 58 歳の生涯

を終える。房家はこの時 4 歳、翌年には奈良興

福寺入りが決定するが、まもなく家臣団での内

紛がおこり、中村館から足摺へ、更に母・中納言

局の実家加久見氏の勢力下にあった清水へ移る。

　房家の大乗院入室は中止され明応 3 年（1494）

18 歳で元服し土佐一條氏初代となった。幡多荘

の直務支配のため一條氏当主の在国が必要とさ

れたことがその要因であろうと推定される。

　房家は、永正 14 年（1517）高岡郡に出兵し一

條領とするなど在地支配の深化をはかると共に、

京との太いパイプも維持した。永正 13 年

（1516）には幡多の国人たちを供に上洛、10 ヶ

月に及ぶ滞京の間に禁裏、幕府への拝賀、拝謁、

権大納言任官等があり、次男房通を京一條家の

継子としている。更には、嫡子房冬の妻に親王

家の女（玉姫）を迎え、正二位に昇るなど、在

国公家としては異例の扱いをうけた。ところが

房家は天文 8 年（1539）63 歳で没し、またその

2 年後の天文 10 年（1541）、二代房冬も 44 歳で

この世を去る。更に三代房基は天文 18 年

（1549）自死したとされており、初代房家の死か

ら房基を失うまではわずか 10 年間である。その

結果、当時わずか 7歳の兼定が後を継いだ。（『土

佐一條家年表』小松泰編著等から）

  ③ 中世Ⅱ（戦国時代・安土桃山時代）　土佐一條氏の時代

◆　玉姫の墓 （四万十市指定保護文化財）　
　玉姫は土佐一條家二代房冬の夫人で、伏見宮邦高
親王の王女である。一條房冬に嫁して嗣子房基を生
んだ。天文16年（1547）病死し、後の常照寺に葬られた。
　常照寺は明治初年の廃仏毀釈で廃寺となり、現在
は寺跡に玉姫の五輪塔のみが残されている。四万十
市中村新町3丁目がその所在地である。

史　跡史　跡

〇　玉姫の一生は？ もし降嫁年齢がわかったら…
　玉姫に関連する歴史に残る2つの記録は
・永正18年（1521）6月22日是日土佐へ下向する
・天文16年（1547）8月22日房冬の室　玉姫逝去する
のみ。もし16才で嫁いだとして玉姫の生涯は以下の
通りである。

・１６歳 ： 房冬に嫁ぐために中村へ　（房冬23歳）　
・１７歳 ： 長男房基を出産
・２７歳 ： 父伏見宮邦高親王ご薨去　（父76歳）
・３４歳 ： 舅房家亡くなる　　　　　（義父63歳）
・３６歳 ： 夫房冬亡くなる　　　　　（夫44歳）
・３８歳 ： 孫兼定が生まれる
・４２歳 ： 病没　（当時　子房基25歳・孫兼定5歳）

　玉姫が土佐一條氏に嫁いで中村で過ごしていた
ため、雅な京文化が伝えられた。

「土佐一條家年表　小松泰編　より」

コラムコラム

〇　土佐一條氏の祖一條房家（1477～1539）
　房家は、教房晩年54歳の子で父死去の時は僅かに
4歳であった。母は加久見宗孝の娘で中納言の局。幼
時には仏門に入ることになっていたが、教房の後を
継ぎ明応3年（1494）18歳で元服、永正13年（1516）上
洛し従二位権大納言に任官し、次男房通を摂関家の
後継者とした。土佐一條家初代として土佐国司とあ
がめられた。天文8年（1539）63歳で逝去、藤林寺殿と
贈り名して、宿毛市平田藤林寺に葬られた。

コラムコラム

〇　一條房冬　房基の墓は？
　一條氏の絶頂期に44歳で亡くなった2代房冬は、
円明院殿と尊称された。墓は江戸時代より不明。
　3代房基は28歳で自害とある。その墓は光寿寺に
あった。近世
に供養塔が
建立されて
いる。

コラムコラム

四万十市中村小姓町

　現代でも毎年「ヤーサ
イ」を開催して祀られて
いる。
「300回忌法要の為、江戸
時代に描かれたという
一條房家　肖像画」
（四万十市郷土博物館蔵）

四万十市中村新町

ふしみのみやくに たか

はいふつ きしゃく

のりふさ

ふさいえ

だいじょういん

こくじん とも じょうらく

きん り ばく ふ はい が はいえつ

ごんだい な ごん ふさみち

かねさだ

みやび

めいおう

ふさふゆ

てんぶん

ふさもと

とうりん じ

ちゅうなごんの

つぼね

げんぷく

たかおかぐん

じょうしょうじ

こうきょ

しゅうと

えんみょういん

こうじゅ じ

しんのう
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7. 土佐一條氏の交易と中村の発展
　中世日本では、宋や明から大量の銅銭（宋銭、

明銭等）が輸入され、15 世紀頃から年貢の支払

いをはじめ、交換手段として全国的に流通した

と言われている。小京都中村の土佐一條氏の経

済活動に目を向け、商業の発展について見てみ

よう。

　右の表は、土佐一條氏が朝廷等中央に対して

行った献上金（寄付金。記録に残る分のみ）の

一覧であるが、教房下向の応仁 2 年から長享ま

でと享禄以降とでは金額に格段の差がある。こ

れはおそらく、一條氏が荘園からの年貢（土地）

に依拠していた時期から、商業活動が活発化し

貨幣経済（資本）が見られるようになった房家

後期以降の変化を示しているとの説がある。土

佐一條氏は、対外貿易への関与に加え土佐湾岸

を経て畿内に到る「南海路」を通じての活動も

活発に行っていたのではなかろうか。土佐一條

氏は大内氏や大友氏と姻戚関係を結び、堺の豪

商たちと提携し南海路を通じて海外貿易に目を

向けていた。房家が「唐船」を建造しているこ

とや国内では生産されない朝鮮人参、胡椒、貂

の毛皮等々を朝廷に献上していたことからもう

かがえる。中央への贈り物、献上品には、貿易

輸入品に加え、材木の他に紙、太布（田布）、弓、

などの地元産品と思われる物があった。また石

山本願寺法主證如と親交をはかり、当時大きな

勢力となっていた一向宗徒を媒介に京畿とのあ

らたな関係を形成していたことがうかがえる。

　15 世紀後半から 16 世紀にかけて、幡多地域

の山城跡からは青磁や白磁等の貿易陶磁器が多

数出土する。これらの資料も一條氏が対外貿易

に関与していた傍証として位置づけることがで

きるのではないだろうか。

　中村は四万十川、中筋川、後川が交わる水運

の要地であり、幡多地域の物流の集散地として

商業活動が活発化し、その中心地として発展し

ていった。また四万十川河口の外港下田には、

のちに長宗我部氏の水軍として活躍する江口一

族や水主たちのような海運に従事した人々が集

住していた。

  ③ 中世Ⅱ（戦国時代・安土桃山時代）　土佐一條氏の時代

〇　房冬が献上した一万疋はいくら？
　天文4年（1535）11月、土佐一條2代目房冬は官位左
大将をもらうため朝廷へ1万疋献上しようとし、一
旦返却されたいきさつが時の後奈良天皇の日記に
記されている。結局、房冬の任官は妻玉姫の実家で
ある伏見宮家の尽力により、房冬は1年間に限り左
大将に任官している。それでも、「前左大将」という
公卿としての経歴は残るので、房冬は満足したので
はないだろうか。
　ところで「疋」は高級織物の単位であり、古来、絹
は交換手段として貨幣の役割をしていた。中世は輸
入された銅銭が流通するが、銭の単位としては「貫
文」がある。中世には宋、明などの輸入銅銭、「開元通
宝」や「永楽通宝」を標準とし、穴あき銭で、千枚（千
文）を紐に通して用いたところから、千文を1貫文と
言う。（開元通宝1枚の重さは1匁＝3.75グラムで、千
匁を1貫＝3.75キログラムとする重さの単位にも
なった）。
　お金の単位として「疋」も使われ続けた。
　「疋」と「文」の比率は「1: 10」であり、100疋が1貫文
となる。現在の貨幣価値にすると、15世紀前半の1貫
文は10万円程度と言う。（呉座勇一「応仁の乱」）それ
をあてはめると1万疋は100貫文なので、1,000万円程
度の巨額の献上金だった。

コラムコラム

贈り先
1468
1469
1470
1471
1471
1487
1528
1531
1532

1535
1535
1536
1537
1537
1541

応仁
文明
文明
文明
文明
長亭
亭禄
亭禄
亭禄
同じ頃
天文
天文
天文
天文
天文
天文

金額（疋）西暦 和暦 贈り主

◆ 記録に残る一條氏の献金額

月
教房
教房
教房
教房
教房
房家
房家
房家
房家
房冬名？
房冬
房冬
房冬
房冬

（房基名）
房冬

尋尊
尋尊
尋尊
東御方
春日社
尋尊
朝廷
朝廷
朝廷
朝廷
朝廷
朝廷
證如
朝廷
朝廷
朝廷

12
5
2
9
12
関11
10
9
4

9
11
4
7
7
1

100
100
100
400
200
100
1,000
1,000
2,000
1,000
2,000
10,000
1,000
1,000
1,000
500

2
元
2
3
3
元
元
4
5

4
4
5
6
6
10

ひき

もんめ

ねん ぐ

いんせき

やまほんがん じ ほっ すしょうにょ

いっこうしゅうと

せい じ はく じ
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ご な ら てんのう

かん

もん かいげんつう

ほう えいらくつうほう

ちょうきょう

きょうろく

いし

こ しょう てん

た ふ

そうせん

みんせん

すいしゅ
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ぼうしょう
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8. 渡川合戦と長宗我部元親の土佐統一
　房基の死により 7 歳で家督を継いだ兼定は、

永禄 9 年（1566）から同 11 年にかけて宇都宮氏

と同盟し伊予に侵攻するが敗退する。一方、土

佐では長宗我部元親が台頭し、中・東部を制した。

永禄 12 年 （1569）一條氏から高岡蓮池城を奪う

と、津野氏、佐竹氏も元親のもとに走り、幡多

を除く六郡が長宗我部の勢力下にはいった。

　こうした状況の中で一條家臣団は動揺し、天

正元年（1573）兼定に隠居をせまり嫡子内政を

擁立する。天正元年 3 月から渡川合戦直前の同

3 年 5 月まで摂家一條内基が下向し内政を元服

させた。兼定は舅大友宗麟をたよって豊後に向

かい、豊後で受洗しドン・パウロと名乗った。

兼定は、天正 3 年（1575）その援助を受けて中

村奪回をめざすが、世に言う渡川合戦で決定的

な敗北を喫し、ここに百年余にわたる一條時代

は終わりを告げることとなる。写真は兼定が具

同栗本城に布陣し、四万十川（渡川）をはさん

で中村に布陣する元親に決戦を挑んだ戦場の景

観を香山寺より俯瞰した。在地寺院勢力の動向

に注目したい。

　渡川合戦は近世の『軍記物語』により元親の「勝

者の歴史」として語られてきた。そのため、『土

佐物語』では元親方の合戦の有様は詳しく記述

されるが、肝心の渡川合戦の時期ははっきりし

ない。ところが、新出史料『石谷家文書』の「兼

俊書状」により渡川合戦の時期が天正 3 年

（1575）7 月末から 9 月末頃まで 3ヵ月に及ぶ長

期戦であったことが明らかとなった。さらに元

親の陣営に娘婿である兼定の嫡子一條内政（大

津御所）が在陣し、又当時、元親は義兄石谷頼

辰を通じて、京都の摂家一條内基と絶えず連絡

をとっていた。石谷家文書により『軍記物語』

には一切登場しない一條内基の存在など、従来

の通説を覆す事実が明らかとなったのである。

また、キリシタン史料のルイス・フロイスの『日

本史』等によれば、兼定がキリスト教布教と教

会への土地寄進を宣言したため、幡多の寺院勢

力が強く反発し、渡川合戦では元親方に加担し

た可能性が高い。元親方の勝利により幡多の寺

院勢力の旧来の寺領は安堵された。天正 4 年

（1576）、敗れた兼定は逃れた周防長島から臼杵

の宣教師カブラル宛に事態を報告している。

  ③ 中世Ⅱ（戦国時代・安土桃山時代）　長宗我部氏の時代

〇　新出史料「石谷家文書」と渡川合戦
　平成26年林原美術館所蔵の新出史料『石谷家文
書』（本能寺の変「四国説」で話題となる）は室町幕府
の奉行人、石谷家に伝来の文書である。同文書の兼
俊書状は、渡川合戦の戦場より兼俊が元親の陣営か
ら、上方にいた元親の義兄石谷頼辰宛てに、発給し
た書状、三通である。この書状には、元親方に在陣し
た大津御所一條内政の様子や元親方から見た渡川
合戦の実態が具体的に記述されていた。

コラムコラム

〇　康政書状について
　兼定が9歳で元服し土佐一條氏の当主となった時
代、“康政”名の書状が多数発給されている。いったい
“康政”とは何者なのか。房家晩年から房基、兼定（四
代）にかけて一條氏が発給した寺社等への寄進状、
家臣等への宛行状（充行状）は数多く残されている。
宛行状は、武家社会においては、主人が所領を安堵
したり、恩賞を与えたりする書状をさす。康政書状
は、書止文言が「仍執達如件」であることから、当主
の意をうけ一條家諸大夫の名で発給されているこ
とは明らかである。したがって“康政”は、教房時代の
一條家諸大夫源康俊の流れをくむその子孫と推定
される。（朝倉慶景、土佐史談168号,1955）康政は幼年
の兼定を補佐する奉行人として宛行状に署判を加
えたものと推定される。これらの書状は、領国支配
を確立した戦国大名と同質であり、この時期から、
土佐一條氏は在国公家から公家大名へと変質、成長
したものと見られる。

コラムコラム

香山寺より渡川合戦古戦場を望む

香山寺香山寺

中村城中村城
栗本城栗本城
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しょ だい  ぶ
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　渡川合戦の敗北後も兼定は伊予の法華津に、

40 ～ 50 名の家臣とともに滞在し、幡多郡奪還

を目指すが、天正 5 年（1577）夏に刺客のため

瀕死の重傷を負った。兼定は天正 9 年 10 月頃、

堺から豊後へ向かうイエズス会の巡察師ヴァリ

アーノに面会しゆるがぬ信仰を告白している。

一方渡川合戦に勝利した大津御所内政は元親か

ら謀反を疑われ、天正 9 年に伊予へ追放された。

兼定は天正 13 年（1585）7 月戸島で病没、享年

43 歳。同年 8 月には秀吉の四国攻略に元親は降

伏し土佐一国を安堵された。（東近伸、土佐史談

284 号、2023 年）

　長宗我部氏のもとで幡多の国衆は、元親の四

国制覇のため各地へ動員され、元親が秀吉に降っ

た後は豊後戸次川の戦い〔天正 14 年（1586）〕や、

北條攻め〔天正 18 年（1590）〕、更には秀吉の軍

役により朝鮮出兵（文禄、慶長の役）〔天正 20

年（1592）～慶長 2 年（1598）〕などに息つく間

もなく動員された。また足摺金剛福寺等の寺領

は渡川合戦後も安堵されているが、戸次川合戦

では足摺中間十人が戦死している。

　長宗我部氏の支配は慶長 5 年（1600）の関ケ

原合戦までの 20 数年であるが、『長宗我部地検

帳』によれば、幡多郡は長宗我部氏の直轄領（御

直分）がずば抜けて多い（21%、13,440反、横川

末吉『長宗我部地検帳の研究』）。長宗我部氏支

配下の中村はどうなったのだろう。『長宗我部地

検帳』によれば、一條氏の居館「御土居」は散

田として管理されている。「市町」の存在は確認

できるが、重臣の屋敷や所領は没収され、寺院

の転退等により（一條氏の菩提寺は残された）

一條氏の退去後の中村は大きく衰退したものと

思われる。長宗我部氏支配下の中村について『長

宗我部地検帳』から見ていきたい。

  ③ 中世Ⅱ（戦国時代・安土桃山時代）　長宗我部氏の時代

〇　内政の生母、タイの大方殿
　タイの大方殿は伊予大洲城宇都宮豊綱女で元兼
定の夫人である。離婚後も中村館の対ノ屋（渡り廊
下で繋がる離れ部屋）に居住したと推定される。大
方殿（嫡男の生母）と敬称された。渡川合戦後は元親
より厚遇され『長宗我部地検帳』によれば、蜷川村
（黒潮町蜷川）に9町余の所領を給与され蜷川の土居
屋敷に居住した。天正9年、大津御所内政の伊予追放
後も土佐一條氏嫡孫の久礼田御所政親の成長を見
守ったのではないだろうか。今も地域の女性たちに
「タイノーさん」と敬慕され、小祠に祀られる。
（東近伸、土佐史談272号、2019）

コラムコラム

〇　一條兼定終焉の地、戸島
　宇和島市の沖に浮かぶ小島“戸島”をご存じだろう
か？小さなフェリーで約1時間、人口500人ほどの
人々が漁業を営んでいるこの島は、土佐一條家最期
の当主兼定がその波乱に満ちた生涯を終えた地で
ある。天正2年（1574）、長宗我部元親方に寝返った老
臣たちにより、兼定は豊後へ追放される。キリシタ
ン大名で岳父である大友宗麟の保護のもとにドン・
パウロと言う洗礼名を受ける。元家臣の入江左近に
襲われ負傷したこともあったが、天正13年（1585）7
月に病没する。それは元親が秀吉に降伏するひと月
前のことであった。戸島の人々は今でも兼定のこと
を「一條様」、「宮様」と呼び、島の龍集寺では毎年そ
の命日に供養の法要を行っている。兼定の墓は教会
風のステンドグラスを備えたコンクリート製の祠
で、キリシタン兼定にふさわしいものである。
（画像　宇和島市文化・スポーツ課蔵）

コラムコラム

山口

長島

真那井

府内
臼杵

豊後
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後
水
道
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上関

伊予

土佐法華津

中村

戸島

御荘
宿毛

足摺岬0　　　  50㎞

宇和島市戸島本浦・龍集寺の境内（宇和島市市指定記念物（史跡））
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森ノ本

築地口

鬼ケホキ

羽
生
谷

引土面
差出山

下谷

中須賀

大和田
矢倉ノ下

西ノ谷

吹
越
山

丸山

（ヤクラ山）

上
谷

市屋敷

下町

下町

朽木野

長雲下

泉村

興
ノ
東

至大用寺村・岩田

クラ谷クチ

古
城
山

佐岡城

ソウカ渡シ

クエキシ渡シ

渡川渡シ安光土居（宮田少路）
羽生土居（羽生谷）
脇井田土居（築地口）
福井土居（築地口）
白石土居（築地口）
中岡土居（中村）
土居トノ土居（下町）
興土居（興少路）
西小路御土居（西小路）

土居屋敷

●9

●１
●2
●3
●4
●5
●6
●7
●8

●2

●6

●7

●１

●5

●3

●8

●4

寺院（1反以上）

大円寺（宮田少路）
正福寺（築地口）
正持院（下町）
円明院（中村）
光寿寺（中村）

●イ
●ロ
●ハ
●ニ
●ホ

真蔵院（宮田少路）
長福寺（山涯）
妙華寺（山涯）
西舞寺（森ノ本）
(刊本の十一蔵院は真蔵院と解読）

●ヘ
●ト
●チ
●リ

●9

●イ

●ロ

●ハ

●ニ

●ホ
●ヘ

●ト

●チ

●リ

平成 19 年 5 月作成の一條時代「小京都」中村の復元図を一部修正

『長宗我部地検帳』で見る小京都中村復元
　『長宗我部地検帳』には一筆ごとの土地情報が記

載されている。一筆のことを「一所」として、地名、

名称、面積、地目、等級、給人、脇書きとして居

住者や耕作者等が記入される。

　右図は、中村郷地検帳の一所、一條氏の居館

跡である御土居の記載である。御土居は中村御

北小路にあり、7 段 20 代の中ヤシキで、地目は

散田（公有地）、内 20 代は荒であり、岩崎佐渡（長

宗我部家臣）の扣（管理）とある。

  ③ 中世Ⅱ（戦国時代・安土桃山時代）　小京都中村復元図

左：一條氏居館跡　御土居『長宗我部地検帳』 
　　中村郷地検帳より抜粋した。
右：抜粋の翻刻、刊本の維摩堂は護摩堂と解読

（高知県立高知城歴史博物館所蔵）

ほんこく　　 　　　　　　　ゆい ま どう　　　ご　ま　どう

◆地検帳から見た中村郷「中村」復元図
　（ベースマップは明治9年中村の地籍図）

いっしょ

ひかえ

お

きた こうじ

いわさき さ ど
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　地検帳は収税を目的とした土地台帳であり絵

図、地図等を伴わない。従って各ヤシキや土居

屋敷、田畑等課税の対象となる土地の面積は詳

細で正確だが、土地の位置関係をはじめ、貢租

の対象とならない道、池、湿地、堀川、山等々は、

地名や脇書きなどの間接的記述から推測するし

かない。したがって小京都中村の復元は、中村

の地籍図（明治 9年作成）上に、推定や推測を重

ねるという方法をとらざるを得なかった。この

ような不確実な要素も多々あることをあらかじ

めお断りしておかなければならない。そのうえで、

地検帳は一條氏が退去した渡川合戦より 14 年が

経過した後の小京都中村の姿をリアルに写し出

す貴重な資料であるということができよう。

復元図にみる戦国期の中村
　西の「古城山」にある「東城」、「為松城」は、

検地時点では畑となっている。その北部の「御

城」、「今城」は、城として機能しており、長宗

我部氏の重臣桑名弥二兵衛が城監をつとめてい

る。おそらく一條氏の築城と思われる。

　古城山の東の山麓には、教房（妙華寺）、房冬（円

明院）、房基（光寿寺）の菩提寺がたてられ、その南

には鎌倉時代からと伝わる正福寺や正持院がある。

　森山を囲む形で御土居（一條氏の中村館）が

あり、その北に、南北（立町）、直交して東西（新町）

に 93 筆の「市屋敷」がみられる。

　町への各入口の近くには土居屋敷がおかれ、

上級の家臣又は給人（給地を与えられている被

官）が配されていたことがわかる。また、町へ

の入口から「御土居」や町の中心部を通り、重

要地をつなぐ「大道」が数本通じており、それ

らをつないだり、寺院や土居屋敷へ向う数多く

の「小路」がある。

　四万十川には築地口に「渡川渡シ」、後川に「ク

エキシ渡シ」と「ソウカ渡シ」があった。「ソウ

カ渡シ」は山越えで佐岡から大方郷へ越える逢

坂（古逢坂）に通じていた。また、後川の引土口、

渡川に「クラタニ口」があり、水運により中筋

川や下田港に通じていた。

  ③ 中世Ⅱ（戦国時代・安土桃山時代）　小京都中村復元図

〇　小京都中村は上京がモデル
　鋤柄俊夫氏は一條氏の地域拠点となった戦国期
の中村の構造を戦国時代の上京をモデルとして読
み解いている。鋤柄氏によれば、戦国時代の上京は
①室町殿と相国寺で構成される「都市の王」空間、②
公武の屋敷と町屋が立ち並ぶ「都市の住民」空間、③
川沿いの通りに面した「商業」空間、④寺社が並ぶ
「宗教」空間とで構成されているとされ、この視点で
中村を見れば、その西の山際には寺院が連なり（寺
町ゾーン）佐岡から不破へ向かう途中の「市屋敷」を
商業空間とみれば、その南東の「一條氏居館推定地」
と合わせて、戦国時代の上京と同様な構成要素とと
らえることができるのではないかと指摘され、同様
の事例として越前朝倉氏の一乗谷や大友氏の豊後
府内を挙げている。（「鋤柄俊夫、よど24号」、2023）

コラムコラム

〇　幕末の一條氏顕彰運動と一條神社
　文久2年（1862）、かつて一條氏の中村御所内にあっ
た小森山に一條神社が創建されている。そのきっか
けは、御所跡の“咲かずの藤”が文久元年、不思議なこ
とに花を咲かせるという珍事が起こり、時の幡多郡
奉行の声がかりで、中村目代・大庄屋などが一体とな
り、一條氏の遣徳を顕彰することになり、幡多郡内に
呼びかけられ、兼良と教房および、土佐一條氏歴代を
祀る一條神社が創建された。
　この背景には、幕末において尊王攘夷運動の高ま
りがあり、文久2年の和宮降嫁等により朝廷や公家の
権威が高揚した。幡多地域における一條氏の顕彰運
動はこれに連動した動きととらえることができるの
ではないだろうか。秋の一條大祭は、土佐の三大祭の
一つに数えられ、当日は大勢の人で賑わう。現在の社
殿は昭和19年（1944）、に完成したものである。

コラムコラム

〇　『長宗我部地検帳』とは
　長宗我部地検帳は、太閤検地の一環として長宗我
部元親が土佐一国で実施した検地に基づく土地台
帳で、元親による主要部分の検地は、天正15年
（1587）～同18年（1590）に行われ、太閤検地の測量基

コラムコラム

準（6尺3寸四方＝1歩）に従いな
がらも石高表示を欠き、土地
の権利関係などに古い形態が見
られる。土佐一條氏の「小京都中
村」を想定するにあたっても貴
重な手がかりを与えてくれる。
中村の検地は天正17年（1589）
で、一條氏滅亡後14年目に行わ
れている。
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⑤

1. 「中村三万石」の時代
　慶長 5年（1600）9 月の関ヶ原合戦の行賞で、土

佐の領主となった山内一豊は、国内の要所（中村、

宿毛、窪川、佐川、本山、安芸）へ藩老を配置した。

特に中村へは弟康豊をおき、3万石（2万石との説

もある）の食録を与えて西のおさえとした。これ

が中村山内家の始まりである。

　慶長 10 年 （1605）入

国 4年余で一豊が亡く

なると、土佐藩 2 代目

は康豊の長男で若年の

忠義が継ぐこととなる。

康豊はその後見として

高知在住が多くなった

と思われる。

　元和 3 年（1617）、中

村山内家は康豊次男政

豊が相続するが、嗣子

が無く、寛永6年（1629）

政豊の死により一時断

絶する。（前期中村山内

家）

　

　永く土佐藩主の地位にあった忠義は、明暦 2年

（1656）の隠居に際し、次男忠直に中村三万石分知

を決める。寛文 3 年（1663）から所領分けが行わ

れ、その領地は中村を中心に幡多郡領のほぼ半分

を占め、88 ヶ村に及んでいる。翌寛文 4 年には 4

代将軍家綱より内分地として承認される。

　このようにして「中村支藩」は成立するが、

内分知であるため軍役、幕府への奉公などは本

藩指揮下にあること、田畑以外の山、川、海等

は本藩に属することとなっていた。（後に下田、

清水、田ノ浦の 3 浦が、更に宿毛坂ノ下などの

3浦を加え計 6浦が支藩へ）

※ 断絶後高知本藩より家老が派遣され、政豊に仕えて
いた武士のみならず町人にも「如前々」が命じられて
いる。従って、断絶により中村山内家の体制そのもの
が無くなったとは思われない。
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昌

　
一
唯

忠
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政
豊

重
昌

　
一
唯

江戸

関ヶ原の戦、山内一豊土佐の領主に
康豊を中村に、要地に一族重臣配置
　家康征夷大将軍に。江戸幕府
　秀忠2代将軍に。（家康駿河へ）
一豊死亡、忠義2代藩主に。
政豊中村城普譜
　大阪夏の陣、豊臣氏滅亡
一国一城令、中村城破却
政豊、中村山内家を継ぐ
政豊死亡、中村山内家断絶
忠義隠居、忠直に3万石分知
3万石所領分け
　野中兼山失脚
中村3万石幕府認知、中村支藩成立
　上野館林藩主綱吉5代将軍に
「中村支藩」改易、3万石没収される

1600
1601
1603
1605

1613
1615

1617
1629
1656
1663

1664
1680
1689

慶長
慶長
慶長
慶長

慶長
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寛文

寛文
延宝
元録

時代 西暦 和暦 事項

5
6
8
10

18
1

3
6
2
3

4
8
2

〇　一豊拝領の土佐は24万石ではなかった！
　関ヶ原の戦いで東軍に属し、その功により遠
江掛川5万9千石から一躍土佐24万石の国主に
抜擢された山内一豊は、その妻の内助の功と共
に戦国時代の出世物語として広く知られてきた。
　しかし、「24万石」については、研究者の間で
は早くから疑問視されていた。と言うのも、長
宗我部元親が豊臣秀吉の四国攻めに敗れ、土佐
一国の支配を認められた時軍役3千人が課せら
れた。
　豊臣政権下での軍役の基準は10 0石につき
3人、それにあてはめると3千人の軍役は10万石
相当となる。
　大名の石高は軍役、普譜役の基準にとどまら
ず、家格や序列もあらわす。一豊は慶長1 0年
（1605）、家康に提出した石高帳、国絵図で土佐
の石高を20万2千600石と報告し、この石高が
2代将軍秀忠によって認められ、以降幕末まで
土佐の表高となる。
　ところで近年の再調査で2代藩主忠義が慶長
19年（1614）幕府に提出した上申書の写しが見
つかった。（2014.山内家宝物資料館）そこには、
慶長7年（1602）一豊が担った江戸城普譜役は
9万8千石分であったことが記されている。
　これにより拝領時の土佐の表高が確認された。
　つまりー豊は5万9千石から9万8千石へ転封
されたことになる。

コラムコラム

②
（
指
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山
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）

（
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山
内
家
）

（
佐
川
深
尾
家
へ
）

（
佐
川
深
尾
家
へ
） ※「中村支藩」の成立をいつとするか。前期の康豊、政

豊時代は直接統治する領域、領民を持たないので、忠直
以降となるだろう。
　実質的な「支藩」成立は明暦 2 年（1656）の忠義隠居
に際しての分知だろうが、幕府の認知がなければ「藩」
とは言えない。ここでは、家綱が承認した寛文 4 年
（1664）とした。
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　また、元和元年（1615）の一国一城令により

中村城はとりこわされていたため、城を持たな

い「陣屋大名」だった。

　しかし、中村山内家の創設と支藩の成立は、

多くの家臣団とその家族に加え、商人、職人等

の移住もあり、長宗我部時代よりはるかに盛況

な「城下町中村」を形成することとなる。（後期

中村山内家・中村支藩）

　右の「中村之図」や「中村三万石御代の図」（四

万十市郷土博物館蔵）によれば「御屋敷」（陣屋）

は古城山（為松公園）の東麓、現中村高校前か

ら公園登り口付近までを占め、その東・南を堀

で囲んでいる。堀をはさんですぐ東・南には家老、

物頭、仕置役など重臣の屋敷が、その南、現東

下町迄の南部一帯、小森山（一条神社）西側付

近までは、武家屋敷が配置されている。

　改易時の記録によれば、「中村支藩」には家老

5 名をはじめ知行取 74 名（13,800 石余）、扶持

米 528 名（3,900 石余）の家臣がいた。その全て

が「城下」に居住していたわけではないが、家

族を加えれば中村の町は大きな消費人口をかか

えていたことになる。

　町人（商人、職人等）街は、現本町筋、京町筋、

新町筋に 220 軒ほどが、更に西入口にあたる現

大橋通 l、2 丁目を中心に 50 軒近くが配置され

ている。なかでも京町筋（当時は籠ノ町、紺屋

町など）には 100 軒ほどが集中しており、中村

の商業地の代表のように言われだすのは、この

頃からではなかろうか。

　町をとりまくようにして郷分（農耕地域）がひ

ろまっていたが、西には渡川を控え、北と東には

後川に沿いながら、古くより灌漑にはなはだ不便

であった。土佐藩執政野中兼山によって幾筋かの

灌漑用水路が開発され、中でも町沖（現市街地の

東部）では大いに恩恵を受けた。俗に「井溝」とい

われるが、後川村岩田のカイロクに堰を設けて岩

田川の水を分流し、山麓を巡らせて中村に入り、

町沖の耕地の間を南流している。このカイロク溝

（蔭地溝、あるいは単に溝）は延長 1里 18 町（約

5.8km）で、60 町歩余（約 60ha）の耕地をうるおし

ている。（P21 の古絵図）兼山の事跡のうちでは小

規模なものであるが、中筋川の改修や旧東山村の

四箇村溝と共に、三万石領内の農業にもたらした

功績は大きい。

〇　山内康豊（1549～1625）
　山内一豊の実弟。長じて兄一豊を助けて戦功を積
み、山内家の土佐入国に際しては、長宗我部氏の居
城浦戸城受け取りの責任者となる。一豊が入国する
と、康豊は3万石を与えられて中村山内家の祖と
なった。一豊没後、康豊の長子忠義が幼くして本家
を継ぐと、その後見として補佐にあたった。

コラムコラム

※安芸市歴史民俗資料館「絵図の世界」平成10年刊より

◆ 中村図
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山内康豊肖像画（高知市要法寺所蔵）
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2. 「中村支藩」の改易、廃藩
　忠直の後は長男豊定が継ぐが、延宝 5年（1677）

死去の時、嗣子豊次は生後 1ヶ月余（出生してい

なかったとの説も）であったため、次弟豊明が末

期養子を認められ、いわば中継ぎとして、中村支

藩主となった。元禄 2年（1689）、豊明は江戸に参

勤、4月奥詰衆（将軍綱吉時代のみにおかれた）と

なり、更にそのわずか 10数日後若年寄に任じら

れる。

　しかし、任用わずか 8日後免職となり、屋敷と

り上げの上謹慎を命じられる。不幸は重なり、同

年 6月、豊次が死亡したため世嗣断絶により 8月、

2万 7千石没収、本藩預け、豊明は 3千石の旗本と

されるが、それも翌日没収の上、浜松青山家へ御

預けとなった。（3千石没収は「請」をしなかったた

めとされる）こうして「中村支藩」は消滅すること

となった。

　改易、廃藩の理由については、忠直時代からの

災害の頻発等で財政的に逼迫しており、出費を予

想される若年寄登用を婉曲に辞退したことが将

軍綱吉の激怒をかったとされてきた。しかし、こ

ればかりではなく、網吉政権の治政、その特質、更

には豊明やその近臣が幕府内での慣行やしきた

りに疎かったのでは等を考慮すべきとの指摘も

ある。

※上野館林藩主から 5代将軍となった綱吉は、前代から
の譜代門閥の排除につとめ、側近の登用により将軍の専
制体制をしいた。更に、「賞罰厳明」と言われた治政に
より、改易減封大名 46家（内譜代 29家）旗本 100余家、
免職、閉門等は無数と言われる。中村三万石の改易はめ
ずらしい例ではなかった。

　廃藩処分は、高知本藩役人 100余名が中村には

いり急速に進められた。

　家老以下家臣団は全て高知城下への立入り禁

止の上「勝手次第」として放り出された。元禄 10

年（1697）の浪人調査によれば、この処分により四

散した浪人は 406人にのぼる。更に御屋敷（居館）

はじめ武家屋敷は全て徹底して破壊された。

　弘化元年（1844）作製と書付けのある「土佐中

邑之図」（21ページ）によれば、御屋敷跡の北部に

郡奉行所、南部に目代屋敷が見える点を除けば、

かつての武家屋敷跡はほとんど田畑と化してい

る。この状況は明治初期まで続いたと思われる。こ

うして「三万石城下」は解体され、多くの消費人口

を失った中村は、一時期火が消えたように寂れた。

　しかし、同図によれば町人街（町家）は大きく減

少してはいない。一條時代以来の水運の要地であ

り、物流の集散地としての役割をはたしてきた中

村は、幾多の困難を克服し、町人（商人、職人等）の

町として継続されてきたにちがいない。

〇　中村山内家のその後・大膳町のことなど
　元禄5年（1692）、山内豊明は3年に及ぶ御預けを赦
免され、浜松から土佐へ帰る。中村浪人（元家臣）と
の接触は禁止されるが、城西の地に屋敷が与えら
れ、長子豊成と共にここでくらすこととなる。豊明
は大膳亮に叙任されていたため、この一画が後に
「大膳様町」（現大膳町）と呼ばれるようになり、今日
まで町名として残っている。
　その後、元禄13年（1700）、父子は賄料千石を与え
られて品川の土佐藩下屋敷に移るが、宝永元年
（1704）年、豊明はこの地で63年の波瀾の生涯を閉じ
た。豊成は同年旗本寄合に列するが、同5年発狂した
とされ、寄合を辞することとなる。豊成自身は延享4
年（1747）まで長命を保つが、ここに中村山内家は実
質廃絶する。
　但し豊成の子豊産は、その後麻布山内家の養子と
なり、この家を継承することとなる。
　ちなみに、土佐藩草創期に東西の代官と並び称さ
れた東の五籐と西の祖父江。前者は藩家老として幕
末まで連綿と続くが、後者は中村支藩筆頭家老職に
あったため、支藩改易と共にその名は歴史の表舞台
から消える。

コラムコラム

◆　山内忠直（1613～1667）の五輪塔
　四万十市大用寺の小山の上に高さ4.5m余りの五
輪塔がある。俗に三万石様といわれる山内忠直の墓
である。忠直は土佐藩二代目藩主山内忠義の二男で
明暦2年（1656）幡多郡のうち三万石を分与され、一
時断絶していた中村山内家を再興した。大用寺にあ
るその墓は幡多郡随
一、県下的にも珍し
い大五輪塔で、その
後廃藩になったため
史跡の乏しい中村山
内家時代を偲ぶ貴重
な遺物である。

史　跡史　跡

  ④ 近世（江戸時代）　「中村三万石」から郡奉行の時代

山内忠直五輪塔

とよさだ えんぽう

とよつぐ

まかないりょう

とよあきら まつ

ご よう し

げんろく

おくづめしゅう つなよし

わかどしより

よ つぎ

こう か

こうずけたてばやし

なか

とよただ

とよなり

はままつあおやま け

うけ

うと

ふ　だいもんばつ

ろうにん

だいぜんのすけ

ご　とう　　　　　　　　そ　ぶ　 え

だいよう　じ

こおりぶ ぎょうしょ

むら



①
先
史
時
代 

　
②
古
代（
奈
良
時
代
）　 

③
中
世
Ⅰ（
鎌
倉
・
南
北
朝
・
室
町
時
代
） 

　
④
中
世
Ⅱ（
土
佐
一
條
〜
長
宗
我
部
時
代
） 

　
⑤
近
世（
中
村
三
万
石
〜
郡
奉
公
の
時
代
）　 

⑥
近
・
現
代（
明
治
〜
）

21

①
先
史
時
代 

　②
古
代（
奈
良
時
代
）
　

 

③
中
世（
鎌
倉
〜
戦
国
・
安
土
桃
山
時
代
） 

　④
近
世（
江
戸
時
代
）
　

 

⑤
近
・
現
代（
明
治
〜
）
　

 
町
の
歴
史
を
散
策
し
よ
う

3. 幡多郡奉行の時代
～町人を中心に災害から再生を繰り返す中村～

　廃藩となった中村支藩は一旦幕府に没収され、

高知本藩預けとなっていたが、元禄 9年（1696）に

本藩に還付された。（この間毎年貢祖1万2千石分

を銀子で幕府に納めた。）廃藩当時佐賀にあった郡奉

行所は中村に移され、幡多郡を所管する事となった。

奉行所（郡方）は現在の中村拘置支所に位置した。

　奉行時代の中村は最も苦難の時代であった。廃

藩の上、四万十川、後川に囲まれた低地中村に頻

発する風水害や、大地震が立ち直ろうとする住民

を打ちのめした。しかし郡奉行とその小数の配下

を除けば武士階級のいない中村は、町人が中心と

なって、町人の町として再生を繰り返していた。

※当時岩崎堤のみの中村は、残された記録によれば連年
の如く水害に悩まされている。中村の大災害は、大火な
ら享保 13 年下町・上町 530 軒を焼失した中村大火、大
洪水なら弘化 3 年の「丙午の洪水」だが、安政の大地震
も甚大なる被害を与えた。

　当時の中村は町分と郷分に分かれていた。町分

は主に町人（商人、職人）が集住し、上町、下町があ

り、目代横田家が町役人を指揮しここを治めた。

目代は町分内の軽い司法権を持ち、町屋敷の貢物

徴収、郡奉行への取り次ぎ等の他、郡奉行の管理

下の商人の取り締まりにもあたった。目代の格式

は郷分の大庄屋の上におかれたが、これは横田家

が一條時代の目代に由来したからとされる。又商

人の自治機関として町内会所があった。毎月決

まった日に話し合いが持たれ、商業上の取り決め

の他、法令違反者の処罰や善行者の表彰なども

行った。（町分構成は 22 ページ表参照）

　郷分は主として農業がおこなわれる地域で、

「カイロク溝」によって開かれた上町の東部（町

沖）に加え、支藩時代武家屋敷地であった所も多

く農耕地となっている。

　度重なる災害にもかかわらず、町を維持しえた

のは、中村が水運と外港にめぐまれ幡多の中心的

位置を占めていたため、周囲の農民の生活必需品

の他、周辺農山村の諸産物移出等の物流を中村商

人が担っていたからに他ならない。

中村三万石領、本藩に還付、幡多郡
奉行支配の時代となる
宝永大地震
中村大洪水（地上6尺、山に逃げる）
中村大洪水、飢饉おこる
2度に渡り中村大火
大洪水（大風雨、山潮　丑寅以来の大洪水）
領内郷士・地下浪人に海岸警備を命ず
大洪水（宇和屋遠近家救助米。新堤できる）
中村に義倉設置　
　異国船打払令でる
大洪水（3月の大雨より
7月の大風雨まで数回の洪水）

土佐の沿岸に砲台を新設
大洪水（大雨～大風雨  出水  船  御蔵米願明）
商家中心の鉄砲・大砲・献金運動はじまる
中浜万次郎帰国
　ペリー浦賀に来港
樋口真吉、下田をはじめ幡多郡内各地
の砲台の設計、指揮監督にあたる
　米他との和親条約
安政の大地震、被害甚大
民兵おかれる。郷士外も海岸の防備に
清国漁船、清水港に漂着する
　土佐勤皇党結成
一條神社建立

江戸
（郡奉行）

1696

1707
1721
1722
1728
1762
1810
1822
1825

1846

1849
1850
1852
1853
1854

1855
1856
1861
1862

元禄

宝永
享保
享保
享保
宝暦
文化
文政
文政

弘化

嘉永
嘉永
嘉永
嘉永
安政

安政
安政
文久
文久

時代 西暦 和暦 事項

「丑寅の洪水」

「丙午の洪水」

9

4
6
7
13
12
7
5
8

3

2
3
5
6
元

2
3
元
2

◆ 郡奉行時代古絵図　弘化元年（1844年）

　（故上岡正五郎氏蔵）
※P19 の「中村之図」と比較すると街中にほとんど家が
ない。わずかに下記の名前が読み取れる。（中村市史より）
・御郡方・目代・武家（樋口等）・町会所・寺（正福寺・常照寺）
・町分町名 上町分：上町・下タ町・愛宕町・紺屋町・上ワ町・京町
　　　　　下町分：築地・下ﾓ町
・郷分：百笑・土生・桜町・宮田小路・欄干
・周辺村（拡大版に）：安並・佐岡・右山・古塚
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◆ 当時の中村周辺の主な村の規模

下田
小津賀
安並
蕨岡
中村
山路
江ノ村
具同
入田

599
1141
1131
1459
807
1216
1407
2104
1082

312
98
114
186
482
96
158
234
100

村名 地高（石） 戸数 人口
1286
406
483
874
1897
385
647
937
376

寛保3年（1743）土佐国七郡郷村帳控えより抜粋

総数
売人
諸職人
小商人
総数
売人
諸職人
小商人

1226
671
555

322
188
134

人数（人） 主な職種家数（軒）
310
45
44
153
83
10
7
53

総数
　　　　男
　　　　女

総数
　　　　男
　　　　女

上
　
町
　
　
　
下
　
町

◆ 安永2年（1773）中村町分（上町・下町の構成）

◆ モルチール砲　図

なぜそこまで！吸田屋一族の献納

※上町（現新町、京町、本町 2 丁目以北）下町（現大橋通１、２丁
目）は商人、職人で占められ、職人は紺屋、鍛冶、糀、大工等で、職
人の他医者、馬医も居住しており、なかでも紺屋の数は多い。両
町が中村の人口の 80％を占める。　（横田家文書により作成）

　天明 8年（1788）から幕末まで中新町から京町

には市も立っていた。

　「横田家文書」他により主な商家として、宇和屋

（遠近）、吸田屋（木戸）、俵屋（幸徳）、和泉屋（谷川）、

平田屋（山本）、堺屋（藤倉）などが見られ、酒屋、

糀、米をはじめ他業種複数店を持つ豪商もあらわ

れた。災害後には、宇和屋・吸田屋等の慈善義捐

行為の記録があり、商売も家も潰れて大打撃の安

政の大地震の後にも義捐行為がある。他に、河内

屋（岡田）、鹿野屋（富賀）等今に続く名も見られる。

　藩は諸産物の専売、徴税のために宝暦 3 年

（1753）井沢に国産改場をおき、四万十川、後川、

中筋川から下田港へ出る物資の課税にあたった。

　中村が水害に加えて悪疫流行や飢饉等の災害

にもかかわらず持ちこたえられたのは、周辺の農

山村の消費と流通の要であった為である。（寛保

3年の中村周辺の主な村表参照）

4. 町人文化とその後の献納運動
　郡奉行時代後期余裕ができた町人を中心に俳

句・和歌・茶道の文芸や儒学、国学を主とする学

問がさかんになってくる。遠近鶴嗚（宇和屋）は大

阪・京都で儒学･国学を深め、家塾「鶴鳴堂」をひ

らき、多くの門弟に教えを授けた。その子桓斎（晋

八）は絶えていた家塾を再開した。遠近門下から

は、幕末維新期に活躍した樋口真吉（下士）、安岡

良亮（郷士）、山崎慎六郎（郷士）、木戸明（商人）な

ど、多くの人材が育った。折しも海岸線の防備は

急務で、藩の沿岸防備の砲台建設等の幕末の国事

活動の中心は郷士・地下浪人であったが、庄屋・

商人も献納運動などを含め、これに加わった。

　ペリー来訪前からの吸田屋（木戸）中心の鉄砲・

大砲の献納は、その後有志グループを作っての大砲

献納にもなり、献金や銅製品の献納は文久３年には

幡多郡下の医師・地下浪人・水主にと広く及んで

いた。更には商人からも民兵をだして国事行為を支

えている。木戸明は維新後「遊焉塾」を開き、明治期

には幡多のみならず県教育界に貢献している。この

町人学者の多くの門下が幕末明治に活躍をする。

〇　自宅裏で大砲を鋳造し献上：木戸広之助・明
嘉永３年　父広之助が「大砲製造料寸志200両　翌年
不足量39両」を献納した年、明は剣道に加えて砲術も
修行、更に父の協力を得て自宅裏に鍛錬場を作り大
砲、モルチール砲等38門を鋳造し藩へ献上。渡川原か
ら香山寺山腹に「大むしろ」を貼り試射したともあ
り。木戸明の墓石には「破産勤王」の文字が読み取れ
る。　（「中村市史」「木戸家の歴史」より）

〇　樋口真吉を援助した商人：木戸庄蔵（広之助弟）
文久年間　樋口真吉は、庄蔵（広之助弟）に甲冑及び
短銃を質として運動費金百両を借らんと請う、即時
庄蔵は金を出して「予もまた天川屋義平なり」と。
（高知県「勤王者調」より要約）

コラムコラム

樋口真吉が描いた図　下田や清水に設置された
（四万十市郷土博物館蔵）
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1. 戊辰戦争と中村
　鎖国下の幡多の海岸には琉球船がしばしば漂

着し、幕末、英・露・米等の外国船が近海にあら

われるようになると海防意識は高まった。樋口真

吉の設計、指導のもとに下田をはじめ各地に砲台

がつくられた。

　中村は町民中心の町であったが、郷士や地下侍

となった旧中村山内家家臣を中心に勤王の機運

が高まる中で、安政 2年（1855）6 月、郡奉行所に

付属した学校（郷校）がつくられ、初めは文武館、

次いで敬止館、のちに行余館と改められた。樋口

真吉や安岡良亮、山崎慎六郎、桑原譲らが指導に

当たった。敷地は現在の中村大神宮とその北部

で、碑が大神宮北側に建っている。また、文久２年

（1862）には一條神社が創建された。

　文久 3年（1863）、中央の政治動向の変化（八・

一八の政変）もあり、土佐勤王党への弾圧がはじ

まり、脱藩者が相つぐ。幡多の勤王運動の指導者

樋口真吉は、しばしば藩への上申書を提出する

が、その活動は藩の枠内にとどまる。そのため、幡

多からの土佐勤王党への参加者や脱藩者はほと

んどいない。

　その後土佐藩は「公武合体」を藩の方針として、

中央の政局に臨む。慶応 3年（1867）10 月、幕府は

土佐藩の建言をうけ、政権を朝廷へ返還（大政奉

還）する。これをうけ、同年 12 月朝廷は（実質、薩

摩、長州と討幕派公家）王政復古を宣言する。

　この内容を不満とした幕府軍と「新政府軍」の

間に、翌慶応4年1月、鳥羽・伏見で戦端が開かれ、

幕府軍が敗北する。戊辰戦争のはじまりである。

　戊辰戦争においては、土佐藩で編成された迅衝

隊（総指揮官板垣退助）全12の小隊（1小隊 40名）

中4番と12番小隊を幡多勢で編成し、上記の面々

が率いて東山道の先鋒を務め、更に日光から会津

まで進軍し凱旋している（維新東征）。

　尚、幡多では宿毛山内家（伊賀氏）が 2個小隊を

編成し（機勢隊）、慶応 4年 7月宿毛を出発し、北

越での戦闘に参加している。

  ⑤ 近・現代（明治・大正・昭和・平成・令和時代）

近代

1863
1866
1867
1868

1871
1874
1876
1879
1881
1889

1890

1894
1898
1904
1910
1914
1915

1926

文久
慶応
慶応
慶応

明治
明治
明治
明治
明治
明治

明治

明治
明治
明治
明治
大正
大正

大正

時代 西暦 和暦 事項
土佐勤王党への弾圧はじまる
　薩長同盟（坂本龍馬など仲介）
　大政奉還、王政復古
　戊辰戦争はじまる。
土佐藩兵東山道先鋒、東北（会津）へ
堺事件、生存者9名入田へ流罪となる
神仏分離令出る。廃仏毀釈により
明治4年多くが廃寺になる
　9月、明治改元（一世一元）
　廃藩置県、高知県となる
　民撰議院設立建白書、立志社創立
熊本県令安岡良亮、暗殺される
幡多郡役所中村におかれる
　自由党結成
中村、中村町、不破、右山、角崎各
村が合併、「中村」となる
　前年、市制町村制公布
　大日本帝国憲法発布
自由党・国民党間の対立/右山事
件、下田事件（1893）
　第1回帝国議会
　日清戦争
中村町となる
　日露戦争はじまる
大逆事件、幸徳秋水刑死（翌年1月）
　第一次世界大戦はじまる
四万十川渡船水難事故、中村実業
女学校生ら11名死亡
四万十川鉄橋竣工

3
2
3
4

4
7
9
12
14
22

23

27
31
37
43
3
4

15

◆　樋口真吉（1815 ～ 1870）
　家格組外（下士）、武術指導の家に生まれ、武術を
父に学問を遠近鶴鳴に学ぶ。格式、家芸を相続し、
度々九州を遊歴、剣術、砲術を磨くとともに儒学、国
学を修める。居住地（現上小姓町）に演武場を設け、
門弟は千人に及ぶ。郷校・行余館設立に尽力し、民兵
を訓練した。土佐西部勤王運動の中心となり、藩当
局などにしばしば上申書を出すが、活動は藩の枠を
越えることがないよう自重を促した。
　郡奉行下役として、下田をはじめ幡多郡内の砲台
の設計、築造の指導に当たる。藩政末期には、山内容
堂の扈従隊の陸目付等で、江戸や京に向かうが、特
に慶応3年5月の上京後は京の土佐藩邸にとどまり
外交掛を務める。翌年1月の鳥羽・伏見の戦い後、朝
命と錦旗を藩へ届ける役を果たす。東征にあたって
は、土佐藩兵の後方支援にあたり、会津攻略では輜
重隊を指揮した。

人　物人　物

　明治2年11月、新政府の大
納言、徳大寺実則の公務人に
任ぜられ東京に向かうが、翌
3年5月、病により辞任、同6月
逝去。明治36年従四位を贈ら
れ、墓は羽生山に、為松公園
には海軍大将島村速雄筆の
記念碑がある。

明治時代以降の人々の足跡

（画像　四万十市生涯学習課蔵）
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  ⑤ 近・現代（明治・大正・昭和・平成・令和時代）

2. 明治維新後の中村
　明治維新により、260 余年続いた幕藩体制に終

止符が打たれ、明治 4年（1871）廃藩置県で高知県

が生まれる。

　この時県下は230 の行政区に分かれ、中村（町分、

郷分）はその第12 区に属しているが明治8年（1875）

には、これが17 の大区のもとに105 の小区に編成し

なおされ、その16大区の第1小区に編入されている。

　大区には区長、副区長、小区には戸長、副戸長

（いずれも複数おかれた小区もある）などが任命

され、地租改正、徴兵制、教育制度等相つぐ明治政

府の諸策の遂行にあたったものと思われる。

　更に、明治 11 年（1878）の郡区町村編成法によ

り、郡が行政単位となり（大正 12 年廃止）中村に

幡多郡役所がおかれた。

　このように、明治初期の地方制度は目まぐるし

く変わるが、明治 21 年（1888）の市町村制施行で

ようやく確立する。翌年、中村（郷分）、中村町、不

破村、右山村、角崎村が合併し、中村が誕生した。

その後、明治 31 年（1898）中村町となる。

　なお、高知県は自由民権運動の発祥地であり、明

治7年（1874）、板垣退助らが明治政府に出した民撰

議院設立建白書がその嚆矢であるが、勤王の色彩

が濃かった中村では民権派（自由党）よりも反民権

派（帝政党）の勢力が強かった。両派の対立は激しい

ものがあり、殺傷の事件までおきた。幸徳秋水の思

想は民権派の体験の中から生まれた。

◆　安岡良亮（1825 ～ 1876）
　中村の郷士の家に生を受け、武を樋口真吉、文（学
問）を遠近鶴鳴に学ぶ。その祖は中村三万石廃絶時、
江戸仕置役として廃藩の処理にあたり、帰郷して間
崎で郷士となった安岡氏。若くして漢学塾を開き、
樋口真吉、木戸明等と国事に奔走し、幡多における
尊王運動の指導者となる。
　戊辰戦争では迅衝隊第四小隊の半隊長、小監察と
して東山道先鋒隊、更には若松城攻略を果たし凱旋
する。この間大監察谷干城と共に近藤勇を糺問し、
斬刑に処す。
　戦後は新政府に出仕するが、程なく地方官へ転
出。版籍奉還、廃藩置県と続く地方制度の揺籃期に、
“難治県”と言われた高崎県、群馬県、度会県（三重）の
権参事、参事として混乱を治め、明治6年5月白川県
（熊本）　　　権令となる。明治8年
12月、初代熊本県令となる
が、9年10月「神風連」の乱に
より横死、熊本に葬られる。
安岡家は幸徳家（俵屋）とは
近い縁戚関係にあった。

明治時代以降の人々の足跡

（画像出典：国立国会図書館「近代日本人の肖像」）

◆　自由の碑
　四万十市右山太平寺境内にあるこの碑は杉内清
太郎の殺害事件（右山事件）を伝える。明治23年
（1890）不破村で国民党演説会が開催され、聴衆に混
じっていた自由党支持者らが野次ったり騒いだり
してこれを妨害した。杉内もその一人で、帰途不破
と右山の境付近で国民党の一人と口論となり剌さ
れた。自由党側は杉内の死を悼んで、現場近くの太
平寺に「自由の碑」を建てた。

史　跡史　跡

自由の碑

人　物人　物

〇　中か中村か
　明治政府は明治4年（1871）廃藩置県を断行。地方
制度は種々改変されるが、明治21年発布、同22年
（1889）4月1日施行の市制・町村制によって確立され
た。この時、高知県下は高知市以外は191村に、うち
幡多郡は36村に編成され、「幡多郡中村」も誕生し
た。さらに、明治31年8月、町制へ移行することにな
り、高添朝治村長は議会に「中町に変更」との諮問案
を出した。内務省の定めでは「町」「村」は自治体の区
別名称であるから、地名が「中」とされていることは
疑問の余地がなかった。しかし、住民は、普段、誰も
「中」と呼ぶことはないので、疑問や反対意見が相次
ぎ、結局「幡多郡中村町」となった。最初に「中村村」
としておけばよかったのだろうか。

コラムコラム

◆ 町村制施行により生まれた村（四万十市域）

江川崎村

津大村 山中村

田ノ口村
下田村

東山村

蕨岡村

大川筋村

後川村

八束村

中筋村

東中筋村
具同村

江川崎村
中村（中村、中村町、
宇山村、津野崎村、
不破村）

津大村 山中村

下田村

蕨岡村

大川筋村

後川村

八束村

中筋村

東中筋村
具同村

東山村
田ノ口村

撰文は第一回総選挙で当選
した宿毛出身の自由党員竹
内綱（1839～1922.吉田茂の実
父）、書は同じく大江卓（1847
～1921）である。民権派自由
党と国権派国民党の対立の
激しさを物語る、自由民権運
動の一つの記念碑である。
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3. 幡多郡都としての中村の発展
　明治 12 年に設置された幡多郡役所は、郡制廃

止後県幡多支庁となり、名称は変わりながらも今

日にいたる迄、幡多郡における県出先機関の中枢

として中村に在る。その他、明治初期から警察、裁

判所、検察庁等の司法関連、郵便局、税務署、営林

署等、幡多郡を管轄する国、県の出先機関も中村

に多くおかれた。

　産業経済では、明治後半から大正、昭和前期に

かけて、周辺部の農山村において養蚕、製紙（入田

等）、杞柳（中筋川流域）、い草等の生産が行われ、

中村に製糸工場等が設立される。

　大正期から昭和 30 年代迄は木炭生産が盛んに

なり、阪神地方へ移出された。下田港までの四万

十川を、往きは木炭を満載して下り、帰りは中村

で生活必需品を仕入れて上る舟母が活躍したの

はこの頃である。

　産業の発達に金融機関は欠かせない。明治 13

年（1880）第 37 国立銀行中村出張所、同 29 年

（1896）土佐銀行中村支店が、それぞれ開業してい

る。また、地域設立の金融機関として、幡多銀行が

大正 9年（1920）に中村で設立された。

　これらの銀行は合併、統合等をくりかえすが、

太平洋戦時下の統制経済のもとで、四国銀行に統

合されることとなる。

　更に、明治 45 年（1912）幡多水力電気株式会社

が設立され、鴨川に発電所を作り中村、下田、後

川、東山、具同の各町村を対象に電力を供給しは

じめている。大正 7年（1918）には電話交換が始ま

り、翌 8年（1919）には上水道事業が開始される

等、都市機能も整いはじめた。

　幡多郡下の子弟を対象とする中等教育機関も

中村に設置される。

　早くも明治 12 年（1879）、県立中村中学校（前

期）が開校するが、同 18 年に廃校、33 年（1900）再

開され、戦後の学制改革まで幡多の中心的教育機

関としての役割をになう。

  ⑤ 近・現代（明治・大正・昭和・平成・令和時代）

明治時代以降の人々の足跡

◆　幸徳秋水（1871 ～ 1911）
　中村の豪商俵屋に生まれ、
木戸明に漢学を学ぶ。少年時
より自由民権運動に共鳴し、
19 歳、中江兆民の書生となり、
大きな影響を受ける。板垣退
助主宰の「自由新聞」を振り
出しに「万朝報」などの記者
として、鋭い論調とすぐれた
文章で、明治期を代表するジャーナリストとなる。
　明治 30 年代頃から起こり始めた労働運動や社会
主義運動の理論的指導者として活躍。「平民新聞」
を刊行し、「日露戦争」に反対、非戦論を貫く。こ
うした動きに、時の藩閥政府は激しい弾圧を加え、
明治 44 年には「大逆」（天皇暗殺）を企んだとし
て秋水ら 12 名を死刑にした。今日では冤罪が明ら
かとなり、平成 12 年の中村市議会をはじめ、和歌
山県新宮市などでも名誉回復決議がなされている。
　中村山手通りの正福寺墓地には、小泉三申の筆
になる墓石が、一族の墓の中に並んでおり、毎年
秋水刑死の 1 月 24 日には、県内外から多くの参加
を得て墓前祭が行われている。
　また、為松公園には「秋水
絶筆の碑」、正福寺には近年
募金により建立された「秋水
非戦の碑」がある。

よろずちょうほう

◆　木戸　明（1834 ～ 1916）
　中村の豪商吸田屋に生まれ、漢学、武術を樋口真
吉、安岡良亮等に学び、京への遊学3度に及ぶ。経書、
国学を身につけ、諸国の志士と交わり、勤王運動に
従事する（P22参照）とともに、私塾「遊焉塾」をひら
き、子弟の教育にあたる。維新後も地元に留まり、私
塾を続け、明治13年には中村中学、同17年から25年
までは高知中学で教鞭を執る。
　その後も私塾を続けるが、幸徳秋水もこの塾で漢
学を学んでいる。この間の教え子は、“ライオン宰相”
浜口雄幸、“土佐の交通王”野村茂久馬など3千人に及
ぶという。
　大正5年病没。墓は正福寺墓地にあり、いみじくも
秋水墓のすぐ近くである。

明治時代以降の人々の足跡

（画像　木戸秀雄氏提供）

（画像　四万十市生涯学習課蔵）

人　物人　物

人　物人　物

秋水非戦の碑

　又、大正8年には教え子た
ちにより、中村小学校校庭に
本山白雲作の銅像が建てら
れたが、太平洋戦争中の銅資
材供出の犠牲となり、台座の
みが為松公園に残る。
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  ⑤ 近・現代（明治・大正・昭和・平成・令和時代）
　女子教育では明治 42 年（1909）郡立実業女学校

が開校し、大正 11 年（1922）県立中村高等女学校

となり、中村中学と共に今日の中村高等学校の母

体となっている。

　更に、幡多農業高等学校の前身である県立幡多

農林学校も、昭和 16 年（1941）右山に開校した。

　郡都としての成長は道路網の発達を伴う。県道

では、明治 29 年（1896）に旧逢坂トンネルが開通

した中村、大方間をはじめ徐々に整備が進む。中

村から郡下各町村役場に向けての郡道は、道幅 1

間（後に 9尺）以上で計画され、明治 30 年（1897）

から郡制廃止（大正 12 年）まで続けられている。

市街地の拡大に伴い、町内各道路の新設、拡幅の

工事も併行して行われた。

　四方を川に囲まれている中村への出入りは、渡

船に頼るしかなかったが、明治 36 年（1903）安並

と紺屋町（現京町）を結んだ郡道に後川橋が竣工、

東の玄関口には、明治 39 年（1906）久栄岸橋が完

成、同橋は大正 12 年（1923）コンクリート橋と

なっている。

　渡船水難事故（大正 4年）により、実業女学校生

など 11 名の死者を出した西の玄関ロには、当時

四国最長の鉄橋、四万十川橋（赤鉄橋）が大正最後

の 15 年（1926）に完成した。

　市街地の拡大は「区」の増加からみることがで

きる。

　明治 23 年（1890）、村会の議決により中村に 9

区がおかれる。一区は中村郷分（農耕地）二～六区

は市街地（西、東下町、現在の京町、本町、新町筋）

七～九区はそれぞれ右山、不破、角崎となってい

る。明治 36 年（1903）に数字でなく区名がつき、市

街地での分区があり計 10 区、大正 15 年（1926）ま

でに 17 区、昭和 12 年（1937）までに 26 区となり、

区制廃止（昭和 21 年）まで続いている。

　分区による区の増加は、その地域の戸数の増加（集

住化）によるものであることを容易に推測させる。

明治時代以降の人々の足跡

◆　弘田　長（1859 ～ 1928）
　下田（現四万十市）の代々の医家に生まれる。
父親厚は適塾、華岡青洲の門に学び、幡多地域の
数万人に種痘（牛痘）を行う。戊辰戦争に「病院頭取」
として従軍、戦後陸軍軍医を明治 21 年まで務める。
　長は明治 4 年、13 歳で大学東校へ、明治 13 年東
京大学医科大学卒業、外科を修める。明治 18 年、
ドイツへ留学、小児科へ転向。帰国後東京大学医
科大学教授、小児科講座を開く。以降大正 10 年退
官するまで小児医学の確立と指導に粉骨し、「小児
科学の父」と称される。この間、和光堂薬局を開
局し、シッカロールを開発する。また、宮内省御
用掛となり、のちの昭和天皇の侍医を務めた。　
　森鴎外とは東京大学医科大
学、ドイツ留学共に、ほぼ同
時期であり、交友は生涯続く。
鴎外の長編叙事詩「長宗我部
信親」は長の依額による。
（画像は、和光堂ホームページ、
「創業者ものがたり」より。
現在、和光堂はアサヒグループ食品が販売してい
る商品ブランド）

人　物人　物

明治時代以降の人々の足跡

◆　佐竹音次郎（1864 ～ 1940）
　竹島、宮村源右衛門の四男としてうまれ、７才
の時中村上町紺屋佐竹友七の養子となったが離別
して実家へ帰る。鍋島小学校助手となり上京、巣
鴨小学校長を経て済生学舎に入学し医師免許取得。
腰越医院を開業し、「医は仁術也」を実践する。鍋
島出身沖本忠三郎二女熊と結婚。共働で「小児保
育院」を開設するが、当時の通称「孤児院」を嫌っ
ての命名であり現代の「保育園」の元祖となる。
やがて医業を廃し鎌倉保育園を設立し、鎌倉児童
ホームとして現存する。
　関東大震災にも屈せず再建
し、海外進出、託児部、母子
寮なども着手し現代の社会福
祉政策の先鞭をつけた。音次
郎の生命は郷里下田の「若草
園」としてある。
（画像提供「保育の父・佐竹音次郎に学ぶ会」）

人　物人　物

　　　幡多郡役所（大正 5年） 　  中村町役場（昭和2年頃）
　 　　　　　　　（四万十市郷土博物館蔵）　
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　なかでも農耕地、郷分であった一区（明治36年

からは中村区）は、明治38年（1905）に小姓町、同42

年に山際、百笑、上谷（現桜町、丸の内）、羽生、昭和4

年に栄町、同 12 年に袋町等 10 区に分区されてお

り、市街地が郷分に拡大して行ったことがわかる。

　また、以前からの市街地二～六区も分区が行わ

れており、一層の集住化が進んだものと思われる。

　この結果、郷分としての中村区は、宮田小路と

いわゆる町沖のみとなって戦後を迎える。

　ほぼ連年のように大小の洪水に見まわれてき

た中村及び周辺の住民の悲願であった本格的な

河川改修工事は、国の直轄事業として昭和 4 年

（1929）から 14 年計画ではじめられた。それによ

れば、四万十川本流左岸は後川村佐田、右岸は具

同今成から河口まで 13km、後川は東山村秋田か

ら中村上谷佐岡間の河道変更を含め合流点まで

の 7km、中筋川は東中筋から合流点までの 11km

となっている。

　しかし、工事途中の昭和 10 年（1935）、後川南方

の築堤未完成箇所からの浸水（逆流）にはじまる

大洪水により中村は水没し、計画の変更、追加を

余儀なくされる。加えて、戦時体制の急迫は、工事

を中断、延期させ、一応の完成をみるのは戦後昭

和 23 年となる。

　その後も水害とのたたかいは続くとは言え、こ

の工事により中村市街を中心に大きな恩恵を受

けることになるが、他方、堤防に用地をとられた

り、堤外となった地区の住民もまた多く、特に、不

破、角崎等では移住、移転の犠牲を払った住民が

多くいたことを忘れてはならない。

4. 太平洋戦争後の中村
　昭和 6年（1931）の「満州事変」にはじまり同 20

年（1945）8 月 15 日の敗戦に至るほぼ 15 年間の

戦争、とりわけ日中戦争から太平洋戦争は総力戦

であったが故に、国民に未曽有の犠牲を強いた。

　原子爆弾の投下された広島・長崎、米軍との地

上戦が行われた沖縄、大空襲により焼け野原と

なった東京をはじめとする大・中都市といった

惨状にこそ至ってはいないが（20 年 5 月、B29 か

らの爆弾投下により現本町 4 丁目で 10 数名の死

者が出ている）中村町も多数の戦死者戦傷者を出

したばかりでなく、町民の生活全てが戦争に動員さ

れ、極端な耐乏生活をおくらざるを得なかった。　

　戦後改革こそ進められていたが、尚戦中、戦後

の疲弊著しい昭和 21 年（1946）12 月 21 日未明、

南海大地震に襲われる。県内全域が大きな被害を

被るが、なかでも中村は全町 2 千余戸の 90％が

全半壊、死者 273名、負傷者 3,358 名（人口 1万余）

を出し市街地は廃虚と化した。

  ⑤ 近・現代（明治・大正・昭和・平成・令和時代）

※明治 21 年の市、町村制で、町村内に行政区としての
「区」を置くことができた。（町村会の議決必要）昭和
21 年、法律上は廃止される。今日町内会（自治会）を
区と称しているのは、ここからきている。

現代

1929

1931
1935
1937
1941
1945

1946
1947
1951

1954

1955
1960
1963
1967
1970
1971
1975
2005

昭和

昭和
昭和
昭和
昭和
昭和

昭和
昭和
昭和

昭和

昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
平成

時代 西暦 和暦 事項

四万十川、後川、中筋川の改修工
事はじまる
　満州事変
大洪水。中村町水没、被害甚大
　日中戦争はじまる
　太平洋戦争開戦
B29、中村に爆弾投下、疎開行われる
　高知大空襲。広島・長崎に原爆
　投下される。終戦
南海大地震、中村の被害甚大
第一次都市計画事業はじまる
　対日平和条約調印・翌年発効、
　日本独立
中村町はじめ11ヶ町村合併、中村
市発足
第二次都市計画事業はじまる
市街地の町(字)名、区域変更
大洪水、被害甚大
第三次都市計画事業はじまる
国鉄中村線開通
四万十川左岸、百笑、岩崎堤防竣工
国道56号バイパス開通
中村市、西土佐村の合併により四
万十市発足

4

6
10
12
16
20

21
22
26

29

30
35
38
42
45
46
50
17

←「昭和 10年 8月洪水 京町通」（四万十市郷土博物館蔵）
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〇　全国京都会議
　京都市観光協会に事務局を置いている「全国
京都会議」には、現在「小京都」と言われる38の市
や町が加盟（2024年3月現在）しており、中村も
入っている。
　昭和57年（1982）、中村から一條大祭に使う御
神火を京都下鴨神社にもらいに行った一行が京
都市観光協会に挨拶に出向いたところ、京都と
のつながりを大切にしていることに感激し、こ
れがきっかけとなり、その3年後（1985）に「全国
京都会議」が発足した。

コラムコラム

〇　渡川から四万十川に
　川の正式の名前は河川法で定められている。
今の四万十川の名前は河川法では長く「渡川」で
あり、四万十川は俗称であった。地元では両方の
名前で呼んでいた。
　しかし、1980年代以降、テレビ放送などで「最
後の清流四万十川」が全国的に有名になったの
で、1994年、建設省は河川法を改正し、四万十川
を正式の名称とした。当時、一級河川で名前が変
わったのは初めてであった。それでも流域全体
を示す「渡川水系」という名前はそのままであ
り、四万十川は本流だけの名称であり、渡川水系
四万十川と言うのが正確な名称。

コラムコラム

〇　四万十川ブームの火付け役は小学生？
　中村小学校の5年生が野外活動を行った時の
ことである。200人もの児童が四万十川の赤鉄橋
の下で魚取りや水遊びに興じたのだが、子ども
たちの多くは水中メガネとプッスリ（ゴム仕掛
けのヤス）を持ってきており、すぐに10匹を超え
るエビをとった子もいた。
　学校を出発するとき連絡しておいたNHK中村
支局員は、清流の中でエビ取りに夢中になって
いる子どもたちを撮影してくれた。数日後放映
されたテレビ番組には子どもたちと清らかな四
万十川、そして赤鉄橋が詩情豊かに写っており
大変好評だった。
　その後、NHKは四万十川を取り上げた本格的
なドキュメント番組「土佐四万十川」（昭和58年
（1983））を制作・放映して、四万十川は一躍有名
になった。
　今思えば、あの清流の中ではねまわっていた小
学生とテナガエビが四万十川のブームの火付け
役になったようだ。（元中村小学校教員の話から）

コラムコラム

  ⑤ 近・現代（明治・大正・昭和・平成・令和時代）
　こうした中で、町民の意欲的な災害復旧に併

せ、昭和 22 年（1947）、都市計画法の適用を受けて

第一次都市計画事業がはじまる。その大要は佐岡

橋より四万十川橋までをほぼ直線で結ぶ幹線道

路の建設、及び中村小学校東端の南北延長線より

以西の整備で、幹線道路と結ぶ街路の他市街地内

での道路新設・拡幅と街角の剪除・区画整理等

が行われた。

　続いて、昭和 30 年（1955）からの第二次都市計

画事業により、第一次以東後川堤防に至るまでの

地域（町沖）と大橋通 6丁目以東の整備が進めら

れ、更に国鉄中村線受け入れ準備と併せ、昭和 42

年（1967）、右山地区を対象とする第三次都市計画

事業がはじまる。これらの事業と区画整理によ

り、町の姿は大きく変わると共に町（字）名、区域

が変更され、町民になじまれてきた旧来の町、字

名の多くが消えることとなった。新町名、区域に

ついては、第一次分昭和 35 年、二次、三次分は昭

和 50 ～ 52 年にかけて決定している。

　この間、昭和 29 年（1954）、中村、下田の 2町、東

山、八束、蕨岡、後川、具同、東中筋、中筋、大川筋、

富山の 9村、計 11 町村が合併し、中村市が誕生し

た（合併時の人口 3万 8千余）。

　更に平成 17 年（2005）、西土佐村と合併し、市名

を四万十市と変えた。

　幡多地域の念願の鉄道については、国鉄が昭和

38 年佐賀町まで、昭和 45 年（1970）中村まで延伸

した。しかし、国鉄の分割民営化に伴い、中村線

（窪川以西）は廃止となり、昭和 63 年（1988）関係

自治体による自主運営の第三セクター土佐くろ

しお鉄道に移管された。平成 9 年、同鉄道は宿毛

まで延伸した。

　高速道路については、高速道路に準じる一般国

道自動車専用道路として平成30年（2018）、四万十

町西 IC―黒潮町拳ノ川間（片坂バイパス）が開通。

令和 2年（2020）、中村―宿毛道路が和田まで延長

し、両方を結ぶ区間についても事業化していること

から、近い将来に高知県西部から愛媛県が高速道路

でつながることになる（通称、四国8の字ルート）。
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後川橋　M35 木造

旧後川
佐岡橋
S11 年
コンクリート

四万十川鉄橋
T15

後川

四万十川

久栄岸橋
T12 鉄橋

カイロク溝天神橋からの大溝
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稲荷町稲荷町

下町下町

西袋町西袋町

東袋町東袋町

岩崎岩崎

岩崎山岩崎山

西土生西土生

東土生東土生

北
土
生

北
土
生

檜駄場檜駄場

天神山天神山

南立町南立町

北立町北立町

天
神
田

天
神
田

天神下天神下
宮田小路宮田小路

曽我曽我

若狭若狭

築池築池
森ノ本森ノ本

森ノ下森ノ下

青木森青木森

浅前浅前

北天神橋※北天神橋※

東小姓町東小姓町

北愛宕町北愛宕町

本町本町

北上町北上町

南上町南上町

紺屋町紺屋町

松ノ木松ノ木

南松ノ木南松ノ木

中新町中新町

本新町本新町
北今新町北今新町

実
右
エ
門
長
田

実
右
エ
門
長
田

高道高道 久保田久保田

久栄岸久栄岸八反地八反地助
ノ
森

助
ノ
森

愛宕町愛宕町

小
森
山

小
森
山

京町京町 南今新町南今新町

尾東尾東

蘭
下
石
黒
立

蘭
下
石
黒
立

上小姓町上小姓町

桜町桜町

小姓町小姓町

愛宕町愛宕町

日ノ出町日ノ出町

弥生町弥生町
羽生小路羽生小路

山手通山手通 東下町東下町

栄町栄町

天神橋天神橋

於東町於東町

大橋通1～5丁目大橋通1～5丁目

本町1～5丁目本町1～5丁目
京町1～5丁目京町1～5丁目

新町1～5丁目新町1～5丁目

一条通1～2丁目一条通1～2丁目

丸の内丸の内

～　　は官公署学校　カラーを含め次頁の変遷表に対応

黒文字　　　　点線内は、明治初年からの小字名とその範囲　　※「北天神橋」は中村市史では「北天神田」
下記の色別カラーゾーンは、昭和 35年町名、道路・河川昭和 44年当時

道
路
表
記

明治以前からの道（拡幅ありを含む）

明治から昭和 35年 3月迄の新設道

昭和 35年 4月以降の新設道

  新町名と旧字区、官公署などの位置の変遷
 町の歴史を散策しよう

（中村市史　正編・続編より）

※以降、道路が出来て町が拡大（一條通4・5丁目　大橋通6丁目・東町1～3丁目　弥生町から四万十町・岩崎町が分離）

明治大正　昭和（中村町）　昭和29～（中村市）
1　天神橋跡（愛宕町への交差点）：旧天神池からの大溝は暗きょとして現存

2　中村町道路元標（交差点角）：大正時代設置の中村町道路基点

3　ランカ橋跡埋込板（旧南京区）：後川よりのカイロク溝にかかる橋

4　久栄岸橋跡埋込板（大正12年竣工）：改修工事前の旧後川にかかる橋

5　佐岡渡し跡の碑（明治26年）：後川の河川敷に地蔵碑

上小姓町上小姓町桜町桜町 小姓町小姓町 愛宕町愛宕町 日ノ出町日ノ出町

弥生町弥生町 羽生小路羽生小路 山手通山手通 東下町東下町 栄町栄町 天神橋天神橋 於東町於東町大橋通1～5丁目大橋通1～5丁目

本町1～5丁目本町1～5丁目 京町1～5丁目京町1～5丁目 新町1～5丁目新町1～5丁目
一条通1～2丁目一条通1～2丁目

丸の内丸の内

1
2

3

5

4
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①
先
史
時
代 

　②
古
代（
奈
良
時
代
）
　

 

③
中
世（
鎌
倉
〜
戦
国
・
安
土
桃
山
時
代
） 

　④
近
世（
江
戸
時
代
）
　

 

⑤
近
・
現
代（
明
治
〜
）
　

 

町
の
歴
史
を
散
策
し
よ
う

この町名・字名はいつから？
長宗我部地検帳時代（P16 マップ有） 地検帳から

　築地口・下町・羽生小路・岩崎・山涯
　上町・立町・宮田小路など

江戸時代（三万石時代） 主として古絵図から

　下町・小姓町・桜町・あたご町・本町・上町
　籠ノ町・新町・今新町・紺屋町など

江戸時代（郡奉行時代） 主として古絵図から

　町分：築地・下モ町・愛宕町・下タ町・上町
　　　　京町・上ワ町・紺屋町など
　郷分：土生・岩崎・山際・上谷・桜町
　　　　宮田小路・欄干など

明治時代区名（法に基づく）

　中村区（旧中村郷分）・下モ町・南京町・本町・
　中ノ丁・京町・新町・右山・不破・角崎
　（以上明治 36年、計 10区）
　小姓町（明治38年）山涯・百笑（明治38年）
　以上 3区は中村区より分区

大正時代に増えた区名（下町は 2つに分区）

　天神橋・一条通・愛宕町・東下町・西下町

①～⑬は地図内の番号　M（明治）　T（大正）　S（昭和）は年号
⇒場所変更　⇒番号なしは地図外へ　→同場所での名称変更
幡多郡役所M12 1‐1　⇒T8頃 1‐2　→県幡多支庁T15　→県幡多事務所S39→
幡多総合庁舎S41
中村町役場M31 2‐1　⇒中村市役所S33 2‐2　→四万十市役所H17
中村警察出張所M9 3‐1　→中村警察署M18 3‐2　⇒S41 3‐3　⇒S56右山
高知地方裁判所中村支部M9 4
　同一地に高知家庭裁判所中村支部S24　中村簡易裁判所S22
高知県監獄支所M15 5　　→中村刑務支所S4　→中村拘置支所S43
中村税務署　前身M22 6‐1　⇒S8 6‐2　⇒S34 6‐3
中村営林署の前身M19 7　　⇒（丸の内）　→四万十森林管理署H11
郵便取扱所M5 8‐1　→土佐中村郵便局S18　⇒S23 8‐2
中村郵便局が電信電話も扱うM22　→中村電報電話局S24 9　　→新築S36　→現NTT
中村小学校（下級4年）M6 10‐1　⇒下等・上等尋常小（各3年）M11 10‐2　→尋常小（義務6年）・高等小（2年）M40
⇒T4 10‐3　→国民学校S16　→新制中村小学校S22　新築S24
町立中村中学校S22 11‐1　⇒新築移転S24 11‐2
県立中村中学校（前期）M12 12‐1　→廃校M18　県立第二中学校分校（後期）M33 12‐2　→第四中学校として独立　
⇒中村中学校S3 12‐3上谷へ　⇒県立中村高等学校（北校舎）S24　→校舎統合S34
幡多郡実業女学校M42 13‐1　→県立中村高等女学校T11　⇒新校舎S4 13‐2　⇒県立中村高等学校（男女共学・南校舎）S24

  町の歴史を散策しよう

コラムコラム

コラムコラム

〇　消えた字名・町名（地図に名前有）
　中村町の小字名には、古くからのものには築地・
蘭下石黒立・崩岸（久栄岸）・紺屋町・宮田小路・奥澤
がある。江戸時代からの字名の目代床・土居式・官舎
床は無くなったが、明治の官庁はその役目を引き継
いだと分かる。又町名は残ったが愛宕町や桜町はそ
の場所が変わっている。

〇　提灯台とそこに残る区名
　提灯台は幕末期頃には記録があり、中村町の区毎
の若衆が地元の祝い事に出していた。戦時中に一時
中止され、昭和30年台から再開、昭和45年（1970）の
国鉄中村駅開業時には各地区から11基の提灯台が
参加。以降「市民祭」に毎年登場し、「ろうそくから電
球へ」「通常5段が7段も登場」。そして区以外の団体
の参加も増え、｢なかむら市民祭」から「しまんと市
民祭」の提灯台パレードに引き継がれている。今で
も一条通南京会の提灯台は旧区名の南京町区由来
の「南京」を掲げ、一条通1丁目区と競演している。

〇　四万十川橋（赤鉄橋）架橋100年
　四万十川にかかる赤鉄橋は大正15年（1926）6月に
完成した。それまでは交通手段は｢渡し舟｣であっ
た。大正4年に起き、11名の死亡者を出した渡し舟転
覆事故をきっかけに架橋運動が盛り上がり、大正13
年から工事が開始された。総工費は当時のお金で約
43万円、町の年間予算の5倍にのぼる。県道（当時）に
かかる四万十川橋は長さが438ｍ、幅5.5ｍで、建設当
時は四国一の大架橋だった。大橋通の公園には建設
記念の「奪天工」の碑がある。昭和42年から歩道付設
の工事が行われ、この時赤く塗り替えたため「赤鉄
橋」の愛称が生まれた。

コラムコラム

明治以降の官公署・学校の変遷（マップの番号）
太字は現在の名称

官
公
署
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校

番
号

やまぎわ

昭和 20年迄に増えた区名

　朝日（右山から分区）天神下・上谷・栄町・　

　紺屋町・袋町・築地・南上町・北上町

昭和30年以降現在の町名に（法的には昭和35年）

※昭和 22 年以降の “ 区 ” は町内会（自治会）

完成時（大正 15年）
（四万十市郷土博物館蔵）

南海大地震（昭和21年）6径間落下
（四万十市郷土博物館蔵）

けいかん

あたご　まち　　さくらまち

つい　じ

らん　か　いしぐろ たつ くえきし　　く　　え　きし こん　や　まち みや　た　しょう　じ おくざわ

もくだいどこ　　ど　 い　しき　 かん しゃ

どこ

ちょうちんだい

なんきょう みなみきょうまち

かきょう

だってん こう
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正福寺跡

小姓町

中村貝塚

お化粧の井戸

玉姫の墓

土佐一條家御土居跡
山内政豊の墓

行余館跡

遠近鶴鳴生家跡

安岡良亮邸跡

木戸明邸跡

咲かずの藤

一條神社

幸徳秋水生家跡

幸徳秋水の墓

たて町跡

よこ町跡

紺屋町跡

桜町

京町

一條教房の墓

一條房基供養塔

樋口真吉の墓

中村山内家幡多郡奉行所跡

山内忠直の墓

不破八幡宮

中村
中学校
中村
中学校

坂本遺跡

至西土佐地域
松山市
至西土佐地域
松山市

中村
小学校
中村
小学校

中村丸の内中村丸の内
安並運動公園安並運動公園 石見寺

安並安並

佐岡佐岡

中
村
東
町

中
村
東
町

中
村
一
条
通

中
村
一
条
通

中村一条通中村一条通

香山寺

太平寺

土佐くろしお
鉄道中村駅
土佐くろしお
鉄道中村駅

観光案内所観光案内所

中村商工会議所中村商工会議所

為松公園為松公園

中村城跡

一條鶴井公園一條鶴井公園

郷土博物館郷土博物館

安並水車の里安並水車の里

薫
的
神
社

至
下
田

至
下
田

至
四
万
十
町
中
央
Ｉ
Ｃ
・
高
知
市

至
四
万
十
町
中
央
Ｉ
Ｃ
・
高
知
市

至佐田沈下橋至佐田沈下橋

奥御前神社奥御前神社

県立
中村中学校
高等学校

県立
中村中学校
高等学校

香山寺市民の森
世界の藤の里
香山寺市民の森
世界の藤の里

至佐田沈下橋至佐田沈下橋

至宿毛市・松山市至宿毛市・松山市

至宿毛市・松山市至宿毛市・松山市

至宿毛駅至宿毛駅

至土佐清水市（足摺岬）至土佐清水市（足摺岬）

渡川合戦場跡

祗園社

中
村
桜
町

中
村
桜
町

中
村
本
町

中
村
本
町

中
村
京
町

中
村
京
町

中
村
栄
町

中
村
栄
町

中
村
小
姓
町

中
村
小
姓
町

中
村

山
手
通

中
村

山
手
通

中
村
四
万
十
町

中
村
四
万
十
町

中
村
弥
生
町

中
村
弥
生
町

中村天神橋中村天神橋

中村大橋通中村大橋通 四万十市役所四万十市役所

中村大橋通中村大橋通

右山元町右山元町

右山五月町右山五月町

右山天神町右山天神町

右山元町右山元町

不破不破

出来島出来島

渡川渡川

具同具同

中村百笑町中村百笑町

不破上町不破上町

市民病院市民病院

四万十川キャンプ場四万十川キャンプ場

幡多総合庁舎幡多総合庁舎

防災センター防災センター

マルナカ
四万十店
マルナカ
四万十店

中村幼稚園中村幼稚園

中村
警察署
中村
警察署

四万十
消防署
四万十
消防署

アピア
さつき
アピア
さつき

JAグリーン
四万十店
JAグリーン
四万十店

四国電力四国電力

フジ中村店フジ中村店

中村地方合同庁舎中村地方合同庁舎

幡多公設地方
卸売市場
幡多公設地方
卸売市場

駅
前
町

駅
前
町

至富山・大正至富山・大正

  小京都中村　歴史散策マップ 近・現代近世先史 中世

中村南小学校中村南小学校

西小路氏土居跡

樋口真吉邸跡
中村上小姓町中村上小姓町

しまんとぴあしまんとぴあ

（須賀神社）（須賀神社）

中村城跡詰の石垣復元

四万十川遭難慰霊碑

大江満雄「四万十川」詩碑

奪天工の碑

 町の歴史を散策しよう

国交省
中村河川
国道事務所

国交省
中村河川
国道事務所

①
先
史
時
代 

　②
古
代（
奈
良
時
代
）
　

 

③
中
世（
鎌
倉
〜
戦
国
・
安
土
桃
山
時
代
） 

　④
近
世（
江
戸
時
代
）
　

 

⑤
近
・
現
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明
治
〜
）
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編集後記
　令和 6 年 10 月に全国京都会議を四万十市で開催するにあたり四万十市観光協会の依頼に

より予土歴史文化研究会中村支部で製作した「歴史ガイドブック・土佐の小京都中村ー通史

編」は好評を得て完売した。そのため、観光協会のご協力を得て改訂版を作成することになっ

た。このたびの改訂にあたっては、誤字・脱字、内容の一部訂正に留まらず、令和 7年 3月より

12 月まで歴史ガイドブックをテキストに毎月行われた学習会（10 回）で参加者の皆さんから

出された指摘や疑問にこたえて、ふりがなを付け、説明をくわえる等の改訂を行った。また、増

補する 2頁は、四万十川橋の架橋をはじめ、治水工事にともなう後川の流路変更や市街地の変

遷、発展などについて、地図を活用しわかりやすく解説することに努めた。

　改訂版作成は、編集委員に東近伸（副会長）、木戸和美（事務局長）、岡村征勝（理事）の三名が

委嘱され編集執筆した。編集貢任者を東近とし先史・古代は岡村、中世は東近、近世は岡村と

木戸を中心に分担執筆した。また近現代は岡村、一部、田中全（副会長）、瀬戸雅弘（理事）に執筆

を依頼、町の歴史の散策は木戸が中心になり、執筆作成した。

　編集委員会では歴史ガイドブック改訂版の編集方針として以下の 8点を確認した。

　　１，体裁はA4版、カラー刷、32 頁程度とし、利用しやすい小冊子とする。

　　２，目次で歴史ガイドブックの概略を一覧し、巻末地図で史跡の分布一覧を示す。

　　３，写真、図、年表等を活用し地域の歴史をビジュアルで分かりやすく解説する。

　　４，時代区分は、中・高校の日本史学習の時代区分を参考にし理解しやすくする。

　　５，年表を各時代の文頭に置き、時代ごとの歴史的事項の関連をつかみやすくする。

　　６，コラム欄で史跡や文化財およびエピソード等を紹介し、また史料や必要な歴史用語に

　　　　ついての簡単な解説を加える。

　　７，人物編は中村の近現代史の歴史上の主な人物にしぼり紹介する。

　　８，近代、現代の市街地の変遷、発展を地図で分かりやすく解説する。

　本書の編集にあたっては小冊子の制約もあり、参考文献等を逐ー表記することができな

かった点をお断りしたい。本書を本市の観光案内や市民や学校等の地域史学習のために御活

用いただければ幸いである。

　本書掲載の写真資料等は次の機関、個人のご協力を得た。

　四万十市生涯学習課、県立高知城歴史博物館、安芸市歴史民俗資料館、和光堂、

　要法寺、太平寺、木戸秀雄。
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